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ナ シ ョナル・オ 多 闘翼 調― プで

ロケ ッ ト用精密機器か ら、理科教具 まで

宇宙開発ロケットに積む精密機器や、東京オリンピッ

クに使われる電子着順判定装置など、優秀な計測器を

造るナショナルは、一方、理科実験用計沢1器 もどんど

ん生産 し、ご活用いただいております。

鵞 Fロ スコー西 テスト粛口νヨ門L―響
用途

■音の性質を知る実験

■電磁石とその応用の実験

□電磁誘導の原I里 を知る実験

■二極管と電子および三極管のはたらきの実験

用途

■電波とはどt/Dよ うなものかを知る実験

■ 3球 ラジオの演1定実験

機
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VP-831A 正価 16,000円
ナ シ ョナ ルでは、研修機関 と して一定り鯛早]「 電

子学校」 を開催 し、効果的な使用 法を こここナ中

しあげてお ります。

ナショナル普及形オシロスコープ

VP-31lB 正価 41,000日

カタログ進呈

横浜市港北|`計1島町
松下通信]i業 宣伝課
TEL横 浜(45)1231(代 )松 下 通 信 工 業
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実践の反省 と来年度の構想
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1.はじめに

技術・家庭科のいろいろな問題点をとらえ,そ

れらの問題点の 1つでも日びの教育実践の中で,

あきらかにしていくという構想のもとに,昭和39

年度の教育実践ととり組んでより,はや 1年,再

び新年度の計画を立案する時期がやってきた。こ

の 1年間,どのような実践をなし, この教科の問

題点の何を, どの程度まで明らかにすることがで

きたであろうか。このことを明確にとらえること

によって,新しい年度への構想がうまれ,それに

もとづく計画が立案されるのである。この観点に

たって,本校における本年度の実践について,当

初私たちの考えていた構想・計画からほど遠い実

践ではあったが, どのようなことを明らかにする

ことができたか,実践の上でどこに問題点があっ

たかを検討し,そ こから新しい年度の構想の概要

をまとめてみたじと考える。

2.私 たちの当初の計画は何であったか。

私たちは,昭和37,38年度の 2年間にわたって

本校における技術 。家庭科の教育計画の作成 とい

う仕事ととりくんできた。そうして38年 11月 に教

育計画の作成をいちお う終 り,郡内及び近 くの中

学校の技術・家庭科担任をまねいて,その計画を
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発表した。私たちの教育計画では,技術・家庭科

は「 生徒に技術を理解させる教科である」 として

とらえ,「技術は労働手段の体系である」 とい う

技術のとらえ方にたって作成 したものである。竹

の内容は,紙面の関係でここにくわしく述べるこ

とができないが,計画のあらすじは,次の通 りで

ある。

<1年男子>

基礎製図 30時間,機械加工 (木材加工)

55時間,栽培 20時間,

<2年男子>

機械製図 28時間,機械 1 24時間,機械加

工 (金属加工)53時間,

<3年男子>

機械Ⅱ 27時間,電気 1 37時間,電気Ⅱ

35時間,

<1年女子>

基礎製図 16時 間,機械加工 (木材加工 )

17時間,繊維加工 44時間,食品加工 28時

間,

<2年女子>

機械 24時間,機械加工 (金属加工)14時

間,繊維加工 32時間,食品加工 35時間,

<3年女子>



電気 1 33時間,繊維加工 46時 間,

食品加工 20時間,

この教育計画を発表した時,私たちにたいして

多くの批判がなげかけられた。しかし,私たちは

この教育計画を日びの教育実践の中に展開してい

き, この教育計画をよりよいものにしていくとと

もに,私たちの実践によって,つかみ え た もの

を,みんなの前に提示していくことが,技術・家

庭科の教育をおしすすめていくのに役立つであろ

うと信じ, この計画の 1つ 1つ を実践 を とお し

て,た しかめていくこと, これが本年度の私たち

の技術・家庭科の実践の計画であった。

3。 私たちはどのような実践をしてきたか。

私たちは前述の教育計画にもとづき, これから

の私たちの実践上の重点は,今までの研究をたし

かめ,よ りよいものにしていくために,①指導計

画の検討 (内容とその配列,時間数), ②授業分

析の研究 (指導計画の検討と,単位時間の指導を

高めるために), ③学習指導法の研究 (実践を通

して指導法の一般化―教育技術として確立してい

くこと)にあるとしてとらえ,昭和39年度は 1年

生男子の基礎製図,機械加工 (本工)及び 1年生

女子の基礎製図,機械加工(木工),繊維加工の分

野について,実践の中から教育計画を検討し,学

習指導法をもとめていく方向に実践活動をおしす

すめてきた。

4.実践の中でどのようなことを明らかにする

ことができたか。

01年基礎製図の実践から

1年生の基礎製図の指導においては,私たちは

教科書や,多 くの学校で実践されている,製図用

具の使用法一平面図形のかき方―投影図の書き方

(第 1角法,第 3角法)一展開図のかき方―いろい

ろな表示法 (斜投影図,等角投影図)一製作図の

かき方, といった道すじではなく,図面のはたら

き―いろいろな図面のかき方 (平面図形)一立体

のあらわし方 (斜投影図―第 1角法正投影図一等

角投影図と等測図)一近似画法一断面図一展開図

という道すじで,平面図法と第 1角法による正投

影図を中心に, これと関連づけて斜投影図,等角

投影図などをとりあげ,女子の計画では, 2年生

に製図をくみいれていないので, 1年 生 にお い

て,第 3角法による正投影図をとりあげるが,男

子では,第 3角法による正投影図は2年生の機l・■

製図でとりあげる。

展開図の指導では,単に用紙に展開図を書かせ

るのではなく,薄板金を使って実際のものを製作

させる (イ ンクスタンド)と ころまでを,製図学

習の内容として実践してきた。そうして製図用具

の使い方や線の種類,線引きの練習等は,特別に

取 りあげるのではなくて,それぞれの具体的な学

習活動の中で, とりあげていくという方法をとっ

た。私たちのとったこの方法が,技術を生徒に理

解させるということからいって,最もいい方法で

あるかどうかについては,現在のところ私たちに

は, はっきりこうだといいきることはできない。

多くの人たちの批半Jに もとづいて,は っきりさせ

ていきたいと考えているが,今私たちがはっきり

いえることは,教科書に示されている順序で指導

してきた,今までの指導に比し, 1年 だけの限ら

れた時間の指導ではあったが,生徒自身の中にお

ける,用具等の使用法に関する定着率は,き わめ

てよく,図面から物体をつかみとること,立体を

正しく図にあらわしていくという面でも,よ い結

果を得ることができたということである。

01年男女の機械加工 (本材加工)の実践から

私たちは中学校の必修教科である夕御 家庭科

において,その内容を男女の1生別にもとづいて区

分し,別べつに指導していくのは正しくない。男

子にも,女子にも共通して必要な内容を教育計画
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すべきであるとの考え丘_玉_2【壺」,少 しずつで

も,こ の方向へと近づけていきたいとの考えから,

実践ととりくんでいる。しかし,本年度までは,

こういう願いをもちながらも,具体的には, これ

を実践にうつすことができなかったが,本 年度

吐立つて,_工 の機械加ェ (本盪加ェ)´の分野で,

男女共学tFょ ぅ寒朦をおしすすゆうことつヽでさ

在9男t沐学で,二ρ分野を学習したのは,17時

間生じ_つ 少ない時翼であり,´女7_‐は製図学習との
関係から,自分で設計図を書き,それにもとづい

【琴tiFり v:や キヤつ 学習の五れとなったが,男

子は指導者が製作図を与えて,その製作図の通 り

に製作を進めるとい うふうに,多少の差はあった

が, この分野の学習の流れは,男女全 く同じにし

て, 1学級の生徒を学習における単位生徒数 とし

て,実践することができた。その結果,こ の学習

の途中においても,叉最後の段階においても,男

女差を見出すことはほとんどできなかった。しい

て男女差を見出そうとするならば,女子は男子に

比して,経験が少ないため,作業の結果に対する

不安とい うことから,作業の開始時に,ためらい

をみせる生徒や,作業の能率の面で,ややおとる

生徒もいたが,これも一部の生徒であ り,学習内

容の理解ゃ,実践活動において生徒自身の能力に

よる差は見られても,は っきりした男女差を見出

すことはできなかった。この分野のねらいや,私

たちの考え方から見て,こ れが最もいい問題であ

るとはいいきれないが,テ ス トの結果を見ると,

第 1回のテス トの平均点は男子 53.5, 女子 53.8

であ り,第 2回のテス トの平均点は男子50.5,女

子 49.6と い う数値を示し, 作品による評価の成

績も, 5段階の評価による平均点は男子 3.3, 女

子 3.2と い う結果を示している。このことから,

技術教育においても,他の教科と同じく,男女の

性別による区別をするのでなく,男女共通の内容
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を,同 じ形態によって,指導すべきであるとの私 ,

たちの考え方が,正 しいのではないかとい う感 じ

をもっている。しかし,こ のことは, この分野だ

けの指導の結果からの私たちの感 じ方であって,

他の分野については,今後の実践をとおして検討

してゆきたいと思 っている。

01年女子の繊維加工の実践から

1年女子の繊維加工の実践から, どのような結

果を得たかについて述べる前に,本校での繊維加

工の学習の概要についてのべておきたい。私たち

が被服製作 として示されているものを,繊維加工

学習として教育計画を組みたてたのは,被服生産

の過程から,現在とりあげられている被服製作の

学習は,こ の過程の中の裁縫とい うごく一部にす

ぎず,これだけの学習では,生徒たちに物が作ら

れていく過程で働 く,さ まざまな条件 を理 解 さ

せ,技術を生産活動の中でとらえさせることはで

きないと考えたからである。被服の製作にかかわ

ることを,繊維加工 としてとらえ,その中から技 |

術の系統に従って,科学的内容の深いものがとり

あげられるならば,家庭の仕事 と,生産労働 との

関連に目をむけ,将来どのように発展させていく

べきかを考え,生産労働に参加できる姿勢を持つ

生徒を,育てていく基礎が,つちかえるのではな

いかと考えたからである。この考え方には,ほ ど

遠いが,こ の考え方に一歩でも近づいていこうと

の願いのもとに,教育計画をくみ,その実践をつ

づけているのである。その概要を示しておこう。

<1年女子>

(1)繊 維,糸,布

イ.繊維の種類,性質

口.糸の種類と構造,糸の撚 り

ハ.織物の種類,性質,用途

二.編物の種類,構造,用途

ホ。その他の繊維の種類,構造,用途」

佗)ス カー トの製作
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イ.ス カー トの性格と構成

口.ス カー トの布地 ハ.採寸

二.型紙の製作 ホ.製作準備

へ。裁縫 ミシンの操作と手入

卜.電気アイロンの取扱

チ。はさみの種類と構造,用途 り.製作

B)手編みによる製作学習

イ.材料と用具 口。基本作業

ハ。設計と製作準備 二.製作

<2年女子>

(1)ブ ラウスの製作 (内容省略)

υ)し しゅう   (内 容省略)

<3年女子>

(1)繊維の性能

イ。繊維の種類,構造

口。繊維の化学的性質,物理的性質,性能試験

9)パ ジャマの製作

イ。被服の設計,意匠 口.パ ジャマの製作

(3)染色の化学

イ。染料の種類,性質,染めつけの原理

口.色の原理と配色 ハ.染色法

1に )洗濯の化学

イ.洗斉Jの種類と性質 口。洗燿の化学

ハ。洗濯法

16)し みぬきの化学と被服の保存

イ.し み抜き剤の種類と原理

口。しみぬきの方法 ハ.保存の方法

二.害虫と防虫斉J

この教育計画にもとづいて, 1年女子分野の指

導に視点をおいて,それに検討を加えながら実践

を展開してきた。この実践も具体的・計画的に進

めたのは,本年度が最初であるので,こ れだけの

実践から,その教育計画の良否をうんぬんするこ

とはきわめて危険であるが,主観的なとらえ方を

許してもらえるならば,教科書や指導要領に従っ

て,ほ とんどそのままに展開してきた今までの実

践と比較する時,そ こでは生徒が教師の指示に従

って活動し,何かを製作するとい うのではなく,

実験や観察をとおして繊維,糸,布等の材料に関

する学習をおこなってきた。そのため,製作学習

において, どのような材料を準備し,どのような

道すじで製作 していけばよいのか,その理由はど

こにあるのかといったふうに,対象物に対する自

分たちの働きかけ方に対して,十分 とはいえない

ながらも考え,それに従って行動するとい ういと

ぐちが,生徒の活動の中に見出されてきた。この

事実をみのがすことはできないと信じている。

5。 私たちの実践上の問題点

上述のような実践をつみかさねてきた私たちの

この道すじにおいて,そ こからとらえた 2～ 3の

成果はあったが,それにもまして多くの問題点の

あったことを,私たちはとらまえている。その最

も大 きな問題点については, この 1年間の実践を

通して,少 しずつ部分的ながらも検討を加えつつ

あるが,私たちの立案した教育計画が,技術・ 家

庭科のねらいや,私たちの求める人間像にてらし

て, これでいいのだとい うかくたる自信のもてな

いことである。私たちの計画に対して多くの批判

がよせられている。私たちはこの批判を正 しく受

け止め,私たちのこの計画を実践を通じて検討し

ていこうとの立場にたって, 日びの授業 と取 り組

んでいるが,こ れでいいのだとい う自信がもてな

いために, 日びの具体的な実践に多くのためらい

や,迷いが前面におし出されてくることがあり,

このためらいや,迷いとのたたかいに,多 くの時

間と労力とをうばわれているというのが,私たち

の現在の姿である。私たちの,こ の教育の場では,

これでいいのだとい うことは,いつまでたっても

あ りえないのかもしれないし, このことが私たち

の,あ るいはこの教育の前進のために必要なこと

であるとはわか りつつも,あ る程度の自信をもっ



て,毎日の授業に,生徒とともに取 り組んでいき

たいものだと考える。

次に私たちは,私たちの教育計画を検討し,学

習指導法を見出していくための, 1つ の方法とし

て授業分析ということをとりあげていこうとし,

このことを本年度の実践の中にとり入れてきたも

のの,授業分析ということ,そのものに対する研

究の不十分さや,こ のことについての経験が,ほ

とんどないといった状況であるので,私たちのね

らう実践上の問題点や,明 らかにされてきたこと

を,客観的に,具体的にとらえるということがで

きず,私たちの実践をよりたしかなものにしてい

くために役立てていくということがで きてい な

い。このことについて,今後更に研究をほりさげ

ていく必要がある。更に私たちの実践上の問題点

として,大きくとりあげなければならない こ と

は,男女の区別なく同一内容を,同一条件の中で

学ばせていくべきであるとの立場をとりつつも,

本年度やっと1年生に 77時間の本材加工の学習

を,こ の路線にのせることができたにすぎないと

いうことである。この私たちの願いを実現してい

くためには,私たち技術・家庭科を担任している

教師だけの努力ではなかなか困難な問題であり,

このことを職場の仲間たちの間にひろげていき,

仲間の力強いささえを得ることが大切となってく

る。この点で私たちの本年度の実践に,大 きな欠

陥があったことをはっきりととらえ,今後の実践

の中で,仲間たちにどのようにはたらきかけてい

くかを,し っか りとおさえ,行動していく必要が

あると反省 している。

6.来年度の構想

来年度の構想 といえば大きなことを考えている

ようであるが, ここでは私たちが今,来年度にお

いて,技術・家庭科の教育で,その実践をどのよ

うに進めていきたいと考えているか,そのあらす

じのみを少しまとめてみるといった程度のことで

ある。

昭和40年度も本年度にひきつづき,教育計画の

検討と,学習指導の研究とい うことに実践の重点

をおいていくことに私たちの考えはまとまってい

る。本年度は前述のように, 1年生の基礎製図,

機械加工(本工),繊維加工の 3分野について,一

般的な表面的なとらまえ方しかできなかったが ,

この 3分野については,ひ きつづきより深 く検討

を加えていきたいと考えて いるが,更に来年度
i

は, 1年女子の食品加工の分野と, 2年生の計画

の中の機械製図と機械加工の分野の検討にも,手

をつけていきたいと思っている。そして目下その

実践の計画を立案中であ り,本年度は,木材加工

の分野のみを,男女共学の形で実践してきたが ,

昭和40年度には, 1年生の基礎製図と, 2年生の'

機械の学習を男女共学とい う形で実践にうつして

いきたいと思っている6

(京都府船井郡 日吉町立殿田中学校)

童支綱断禾斗ブtヨ昌撃起 産業教育研究連盟編 定価雫
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れた



構造の学習から機構の学習ヘ

一 製 作 学 習 を 中 心 に一

静的なはたらき 一一 動的なはたらき

荷重 0構造
軽荷重の構造  一一 重荷重の構造
静荷重の構造  一一 動荷重の構造

木 材→金属→総合材料

加 工 技 術

製 作 形 式 里へ事∪晏作 三
=翡

忌蓑詳製作

禾J用するもの,電気機器のように,電気エネルギ

ーの変換を利用するものなどに分けられる。

1.技術学習の発展の基本

技術科の内容は,設計・製図,木工,金工,機

械,電気,および栽培 と多くの分野にわたってい

る。しかし,栽培を除 くこれらの工的分野の基底

になるものとして,静的なはたらきをもつものか

ら,動的なはたらきをもつものへの発展を考える

ことが可能である。

たとえば,荷重の面から考えると,本立 0ぶん

ちんなどの品物は静荷重に属するものであり,機

械類は動荷重に属するものである。また,機能の

面から考えると,本立・ぶんちんなどの品物のよ

うに,形体そのものを利用するもの,機械類のよ

うに,運動のエネルギーを伝達あるいは変換 して

表 2

政村木

料
械
度

翻

精

総
機
高言↓

材
具
度精

木
工
低

的
的
的

量
理
同

定
論
共

≡的
的
的

性
観
人

定
直
個

料

学  年 1         生
「

2    年    1   3    年

段  階 形を利用する段階 動きを利用する段階   | エネルギーを利用する段階

設計製図

製

作

一
機

木材

金属

電

械

一一学習の流れ ――‐分野の発展

夫

0 
~`

表 1

学   年 L+3+
樗羹      育ヒ

思 考

と機構の表示形のはあくと表示



こ
tあ け(削 り作用 )

褻よ

％
切 る(剪断 ) 削る   磨 く(削 り作用)ク

図 1

工
面
の
形
状

刃先の運動

ねずみ刃ぎり |き―Eつ 1真言,吾ふ
=あ

こぎり|――――一斗―けがき針

力

の
分

解

と
合

成

く

さ

び

の
原

理

・

蛮I委挙万士
=三

二三二三三十―バイト旋盤(材料回転)

健象免班=====舅マタ空生:======三≡liλ リヽツ■■■)ツア女盤溝かんな
一

万リタ=
,糧 )   倒肛 仁ζ

ffft {, f -+--|-t +,f ,r --+-*;'!'l=', - =

加工材質
硬

大

/j、

大

フライス
みぞ削 り

表 3 刃物の分化と発展の系統表

運動の方向

タ

ッ
プ

蝸

）

福

一

小
刀
∩
‐Ｉ
Ｈ
＝
席
Ｎ
Ｗ
〕

一

一　印ハ只「叫Ψ

鍼地

一
）
）

図 2 刃物の系統図

導

虔
らせん削 り

颯

動ヵ、んな
０

軟

/1ヽ

/1ヽ

/1ヽ

縦びき



このような視点から,技術学習の発 展 の基 本

を,静的な機能のものから,動的な機能のものヘ

表 1,表 2の ように,系統立てて発展させること

を重んじ,こ れを基本方針に,指導を進めている。

2.切削工具・機械の系統化

加工技術の主要部分をしめている切削加工の学

習にあたっては,前項で述べた技術学習の発展の

基本をふまえ,つ ぎのような観点から指導を進め

ている。

A.刃物の原形と分化  小刀は単純な形の刃

物であるだけに,さ まざまなはたらきをさせるこ

とができる。一見複雑な形に見えるいろいろな刃

物も,こ の小刀の切った り,削 った りす る原 理

(く さびによる力の分解 と合成)か ら成 り立って

いる。

表 3,図 2は単純な切削工具から,複雑な切削

工具・機械に順次分化し発展 していく過程を分析

して系統立てたものである。

B.刃物の分化の条件

a。 切削抵抗と刃物  刃物の形を決定する

要素のひとつは切削抵抗である。木材から金属

へ と加工する材質が硬くなる。あるいは,切削

速度が大きくなり,切削抵抗が増大すれば,刃

の硬さや刃先角を大 きくして,刃物の強さを高

めることが必要になる。 (表 3)

b.切削運動と刃物  人間の運動は往復運

動が主であるが,機械はこのほかに,回転・ ら

せんなどの運動をする。刃先 と加工材料 との相

対運動を,どのように組み合わせるかが,切削

工具・機械の分化のもとにな り,その違いによ

って刃形も刃先の配列も変る。 (表 3・ 図 2)

C。 加工目的と刃物  切断・溝切 りなどの

線加工,平削 り・ 曲面削 りなどの面加工,円穴

・角穴・ めねじ切 りなどの穴加工,さ らに,総

型削 りをする場合など,刃形 とその配列は目ざ

す加工形状によって分化する。 (図 2)

3。 構造の学習から機構の学習ヘ

先に,静的なはたらきのものから,動的なはた

らきのものへと,発展的に技術学習を展開するこ

とにふれている。これを受ける大きな柱として,

構造の学習と機構の学習とを関係づけて,発展的

に指導するよう努めている。このことは,製作学

習と機械学習との結びつきをどのようにするかと

い うことでもある。

A.材形と構造

材料は材質 と材形 (材料の形状)と に分けて考

えられる。物をつくる材質 としては,本材・金属

・合成樹脂・ コンクリー トなどいろいろな種類が

ある。しかし, これらの材料はつぎの 3種の材形

に分類することができる。

a。 塊状材  ブロック・ レンガ・石材 0積

み木などのように,縦・横・高

さの割合いのあまり違わないも

a)。

b.板状材  板材・紙・鋼板な どの よ う

に,比較的うすく広がりのある

もの。

C.線状材  糸 0鉄線・鉄棒・角材などの

ように,細長い線状のもの。

技術科で使用する材料は主として,線状材と板

状材である。これまでのところ,材料に関する学

習は,材質の問題に重点がおかれてい る。 しか

し,いずれの材質にも共通する材形の問題, とく

に,材形と構造の関係の学習を重視することは,

今後の課題ではないかと考える。

B.動 く構造と動かない構造

構造を大きく分けると,家具・建造物などのよ

うに動かないようにすることを目的と した構 造

と,機械のように動くことを目的とした構造すな

わち機構とに分けられる。表 4は材質・材形・構



1璽|1璽 |

・ トラス  ピンで結合された構造,ま たはそれに

類するもの,三角形の骨組みになる

・ ラーメン 結合部が溶接のように完全に接着 (岡I

接)された構造

・ シェル  曲面を利用した構造,円筒シエル,球

形 シエル

表 5

トラス(三角形構造)1 4 節 機 構

は,4節の場合の理解が必要となる。また逆に,

4節機構を応用,発展させるためには,三節の場

合の理解が必要である。

要するに構造と機構とのかかわ り合いをふまえ

て指導することである。たとえば, 1年 の本立・

ち りとりなどの製作においても,力 のかか りかた,

てこのはたらき,面の組み合せかたと強さ,ひい

ては 4節の場合にふれ,4節の場合には平行クラ

ンクとして,回転運動にまで発展することを理解

させる。これらのことを通して,構造の安定ある

いは強度の必要さに対する認識を深めさせること

ができよう。このことは,逆に動きを積極的に利

用しようとする,機構の学習に直結することでも

ある。

写真 1 安定した構造

lml→ぇず
1、、_rグ

勧 ほ fヒ ー

滑 り「 クランク

節 の 数

荷  重

運  動

死  点

摩  擦

エネルギー

3  偵常

静荷重

動かない

死点を利用する

摩擦を利用する

エネルギーを支える

4 節

動荷重

動 く

死点を除 く

摩擦を除 く

エネルギーを伝える

造・機構の関係を示したもので,表 5は三角形構

造と4節機構を比較したものである。

表 5の ように, 3節か, 4節かという1節の違

いから,全く逆の目的・作用をもつ三角形構造と

4節機構に分れる。したがって,三角形構造の意

味を理解し,合理的に応用する力をつけるために

″劇大本オの

組み合わせ

三角形構造   両揺 りlt iア イテクランク

藝
←国魃←Д←(製

― 勘 の縮少

o― 固定 節

○両揺 り腕・両 クランク・揺 り腕 クランクは同形 で

あって,固 定節 のみ変 ってい る

1逹

Iθ

図 3

機構

|



写真 2 不安定な構造

写真4 体重によるたわみの測定

C。 構造設計の要点

製作学習を進めるにあたっては,構造上必要な

強度をもたせることのほか,つ ぎの諸点について

配慮し,創造的に学習を進めるようにしている。

a・ 機能と構造  品物の使用目的を考え,

その機能を満たす形体,あ るいは構造にする。

すなわち,機能的な構造にすることは考案設計

の第 1歩である。

この場合,た とえば,本立・いす・小物入れ

としての機能を考えるだけでなく,い ろいろな

品物に共通する形式のもつ機能を,意識的に組

み合わせることによって,い っそう使いやすい

構造のものを,考えだしていくことが可能にな

る。

いろいろな形式

① 固定式  いす

② 移動式  いす

③ 折 りたたみ式

④ 伸縮式  三脚

⑤ 廻転式  いす

⑥ 積み重ね式

⑦ 組み立て式

・戸棚 (作品 104)

0移動棚

いす・かさ

・電話のコー ド

・ ロータリースイッチ

いす 0跳び箱 (作品 3)

テン ト・ スチール製の棚

(作品 6)

b。 中間構造  先に,動く構造と動かない

構造について述べたが,こ のふたつの中間の構

造といえる移動式 0回転式・伸縮式など可動形

式を組み入れた構造の題材を扱い,製作学習を

動かない構造―→中間構造一→動く構造へと発

展させることを重視したい。このことは構造に

関する問題の発展のほかに,製作精度の必要度

を漸次,高次のものにするうえからも,意味を

もつものである。

C.材料と構造

木材と違って,金属には可塑性・可鋳性・可

鍛性などの特性がある。このような材料のもつ

開図

II

写真3 動く構造 (滑 り子クランク)

０
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ヽ
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図4 リベ ッヽト接合の板金展



特質を利用して,加工法・構造を研究さ

せる。金属材料 とくに鋼材には標準化さ

れた材形のものが豊富であ り, これを禾1

用して,適切な構造を研究させ る指 導

が,技術科において,たいせつではない

か と考える。(作品 60708)

d.加工 と構造

材料 と加工 とは,き わめて密接な関係

にある。学校の設備,生徒の能力とを考

え合わせ,むだがなく,加工 しやすい合

理的な形体・構造を考えさせていくため

には,設計条件 として,材質・材形およ

び加工に関する条件を吟味し,精選する

ことが重要である。図 4は板金加工にお

いて,板取 りのむだをはぶき,折 り曲げ

を精確_0容易に行えるように,く ふ うし

た例である。 (作品 6)

4.本 年度の実践から

A.技術教室の設計と竣工

本年 2月 ,建築費 850万円,設備費 250

万円で,鉄骨平屋造 りの技術教室 7室が竣

工 した。設計にあたって留意したことはつ

ぎの諸点である。

a.総合あるいは兼用の実習室にするこ

とを避け,各分野の機能に即した実習

室を設ける。

b.各実習室に備品 0材料・作品戸棚を

作 り付けで設け,実習室の使用 0管理

の能率をはかる。

C。 本工機械室,金工 0機械室のほかと

くに,電気工作室,設計0製 図室を充実する。

d.動力電源(3相・単相),採光・照明,暖房

用ガス管,水道などの付帯設備を充実する。

e.廊下をやめ,テ ラスを通路にして,建坪を

有効に利用する。

12

写真 7 電気工作台電源 (単相 3,直流 2,

アンテナ 1,ア ース 1)

f.各実習室は生徒移動の動線および管理を考

えて配置する。

g.施設・設備は安全
`能

率・管理を考えて酉己

置する。

h。 学習の単位人員は30名 とする。

写真 5 設計・ 製図室

写真 6 電気工作室
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ト
ダ

中

　

　

間

運

　

　

動

丸

鋸

盤

自
動
飽
盤

ボ
ー
ル
盤

旋

　

　

盤

|

金 研

警
1盤

1

年

本
ひのき

ラワン
○ O O 0 O 0

ち り と り
すずめっ

鋼 IFt
0 O O 0 0

小 物 入 れ 卓矢  f岡 O 0 O | O

花  い  け ア ル ミニ ウム OI O O 〇
|

|

0

年

庭 す
ラワン

ひのき
| 〇 |○ ○| | ○ ○ O O

本 軟  鋼 O 0
|

O ○

ブックエンド 軟  鋼 ○ 0 O iO

灰 皿 ア ル ミニ ウム ○ O |

|

小 物 入 れ 軟  鋼 O10 O101 O O O O O

書  だ な ラワン 軟 鋼 〇 lo O ○ O OI 0 ○ O 10 0

―ツトラック 軟 ifM I 〇 |○ OI 0 OI O O ○

ん ち ん 車矢  '同 ○

|

○
|

○ 0 O O

たお るかけ 軟  鋼 ○ O O 0 0 O ○

機 構 模 型 車k  £岡 O O ○ 0
|

O O 0 ○ O

３
　
　
年

4節 機 構
鋼

鉄

軟

鋳

O
O O O O 0 0 0 O

カ ム 機 構
鋼

鉄

軟

鋳
○

O ○ OI O 0 O 0 0

作品 1 1年 (本立) 作品 2 1年 (本立)
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葺i者:響i彗彗暑:轟讐:苺:::葺:墓轟異ittlilttil
作品 3 2年
(机・書だな・花台など変化するユニット)

作品 5 2年
(プ レス型から考案設計した灰皿)

||:111::轟::彗肇姜警彙:::11::111:::::::||:::1111111::1lli111:::

作品 7 3年
(総 合実習 4節機構の応用)

B.製 作学習の実践から

新設された技術教室を学習の場に,構造の学習

から機構の学習へ,を 目標に本年度の指導を進め

てきた。

表 6は製作学習の実践例を,主材料・結合材料

・構造・使用機械の関係について,ま とめたもの

である。

■■■■■■1■1■■■甘11茸|■1111■警辞彗:事群 群薔

作品8 3年
(総合実習 カム機構の応用)

実践例が多いのは,本年度の目標を各教材につ

いて,いろいろな角度から検討すること,お よび

生徒の創意を助長することをねらった か らで あ

る。本校15学級について,学年,学級毎に題材を

変え,設計条件の範囲内で,個人あるいはグルー

プ毎に自由に設計させるようにしている。したが

作品 4 2年

作品 6 2年
(図 4の展開図を活用した小物入れ)
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って,材料条件・加工条件については,と くにき

びしく限定している。

これらの実践がどのように進められ,どのよう

な効果をあげているかについて,具体的に述べる

余裕がないので,作品写真によってこれにかえた

い。 (前ページ写真参照)

5。 来年度への構想

設計・ 製図,製作,機械の 3分野を関連,あ る

いは融合させて段階をふみ, 3か年を通して発展

させる学習の系統立ては,本年度の実践によって

解決のめどを得たと考える。これを基盤にもう一

度,生徒にどのような技術能力を育てるべきか,

その基礎になる理論はどのようなものであるべき

か,その指導はどのように進めるべきか に つ い

て,検討を加えていきたい。

もうひとつの問題は,既製の電気機器に関する

理論の理解と,分解・組み立てに終 りがちな電気

学習についてである。構造の学習から機構の学習

への流れと関連をはか り,電気学習を電気機器を

考案設計・製作する段階にまで,発展させること

を目標 としたい。このことは,静的な形体を利用

する段階から,動的なエネルギーを利用する段階

にまで,生徒の技術能力を高めることを,願 うか

らでもある。

編集部からだされた課題を,限られた紙数にま

とめられずに終っているので,詳細なことについ

ては,筆者の執筆 したつぎの図書で補足をお願い

いたしたい。

・「技術教室の設計」 文部省職業教育課編

雑誌 産業教育 昭39o10月 011月 号

・「教科指導の課題」  昭39o5月 発行 学芸図書

・「金属製品の考案設計」 近日発行 誠文堂新光社

(愛知学芸大学付属岡崎中学校)

羽
場
徳
蔵
著

Ｂ
５
判
豪
華
本

価
一杏
〇円

一Ｔ
〓
あ

創
造
活
動
を
豊
か
に
す
る
豪
華
本
！

や
さ
し
い
版
画
教
室

国

真
船
和
夫
編

Ｂ
５
判
豪
華
本

価
一杏
〇円

一Ｔ
〓
８

子
ど
も
の
科
学
的
才
能
を
伸
ば
す
！

栽
培
と
飼
育
の
事
典

動
物
を
飼

っ
て
み
よ
う
！
植
物
を
育
て
よ
う
！

動
物

・
植
物
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
態
研
究
の
伴
侶
！

☆
動
物
の
飼
い
方
、
植
物
の
育
て
方
な
ら

こ
れ

一
冊
で
間
に
合
う
名
コ
ン
サ
ル
タ
イ
ト
／

☆
学
校
は
勿
論
、
ご
家
庭
で
も
活
用
で
き
る
！

豊
富
な
内
容
、
挿
絵
多
数
の
平
易
な
事
典
！

☆
動
植
物
の
知
識
は
も
と
よ
り
、
理
科
の
教
科
学
習
に

絶
対
役
立
つ
よ
う
に
配
慮
し
た
編
集
！

版
画
の
す
べ
て
を
網
羅
し
た
版
画
百
科
ｌ

☆
い
ろ
い
ろ
な
版
画
凸
凹
平
孔
な
ど
の
作
り
方
の
一

切
を
著
者
の
卓
越
し
た
技
術
に
も
と
づ
い
て
解
説
／

☆

一
つ
一
つ
の
工
程
を
、　
著
者
自
身
の
カ
メ
ラ
で
と
ら
え

だ
れ
で
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
平
明
に
紹
介
！

☆
数
百
点
の
優
れ
た
作
品
が
は
な
つ
芸
術
の
香
り
は
、
子

供
を
と
り
こ
に
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。

社



学習指導の実際 とその問題点
一一第 1学年男子の学習を中心に一―

美正藤斎

ヽ V

はじめに

技術 0家庭科は,完全実施されてから3か年を

過ぎたばか りで, 日なお浅く,他の教科にみられ

るような伝統 とか,既定の指導法とかいったもの

がみられず,教科としての定着性もうすい。

Aの現場で通用した方法も,Bでは全 く通用し

ないが,Cでは参考になるといったことも, しば

しばである。もちろん, どの教科でもこうしたこ

とはいわれるわけであるが,実践学習を主とした

教科であるため,施設・設備と指導者に,よ り多

くのウエイ トがかか り,これが教科の成否を決定

づけることになるとも考えられる。

技術・家庭科が近代技術の基礎を養 う教科 とし

て,施設・ 設備の充実と指導者の研修から,さ ら

に学習指導法の確立,授業研究の方向へと進んで

きたことは,教科としての定着性を高 め るた め

に,き わめて必要であると思 う。

学習指導法の確立には,何よりも日びの実践を

つみ上げ反省 し,さ らにそれを実践へと繰返すこ

とが行われなければならないと思われる。

ここに学習指導の反省を掲げ,御批判を仰ぎた

いと思 う。

1.前年度の反省

①指導内容の精選と系統化

②学習評価の合理化

前年度の反省から学習内容が複雑多 岐 に わ た

り,ポ イン トとなるべき核がぼやけ,生徒は目先

の実践に追われて暮れた感じである。 3年生の補

習授業をやって感じたことは, 1年や 2年で学習

したことが明確に把握できず,薄ぺらな断片的知

識にとどまっているのに驚き,かつ反省をした。

そこで,学習内容を精選し, どこで,何をおさ

えるべきか指導者自身が明確にしなければならな

いことを再確認 した。

叉学校行事や特活,研究会,出張等予定されな

い突然なものがあり,これがために,予定された

学習を途中で変更しなければならない こ と力` あ

る。推こで,学習内容は特に精選し,最少限必要

な基礎的なものにしぼった学習計画でなければな|

らないと思 う。

次に,学習評価については,技能・態度等客観

的な評価の基準がなく,同一学年を2～ 3名 の教

師で指導する場合は,それぞれの主観に流れ,合

理的評価が行われがたい。

以上の反省をもとにして,本年度の学習計画を

立てた。



2.学習計画立案の観点

①学習内容を精選し,指導の中心点を明確にす

る。

②学習の到達目標を定め,特に技能 につい て

は,評定基準を定める。

③学習評定については,客観的合理的に行い
,

技能については,評定基準に照らして行なう。

④木材加工は,立札の製作,本立の製作をとり

〔I〕 設 計 製 図 20時 間

上げ,単純なもので基礎技能の養成に重点を

おく。

⑤栽培は,き くの鉢栽培を中心に継続的学習を

行 う。

③金属加工では,従来の角形計量カップを,ち

りとりの製作に変えた。過去 3か年の実践か

ら折 りまげ,接合等の加工法に難点があ り,

一般的なち りとりにした。

容内習学

標達チ」

識知技

(1)構想の表わし方

1.ス ヶッチ (略画)に よる表わし

方,位置のとり方,いろいろな

スケッチのしかた

2.模 型による表わし方

3.図面による表わし方

図面の種類 とJ.I.S

(2)製図の準備

1.製図用具の種類と正しい使い方

・ コンパス,デ ィバイダー,製
図板, 定規, ものさし, 鉛

筆,製図用紙

・製図用具の置き方

2.線の種類と太さ,文字

・水平線,垂直線,斜線,円 と

円孤

・ 文字の大きさ

∫3)図 法

1.平面図法

・ 線分の二等分と垂線

・ 平行線
0角の二等分

・線分の任意等分

・正三角形,正方形,正六角形,

正五角形

ブックエンドがわか りやすい位

置でスケッチできる

・製図用具の正しい使い方ができ

る

イ線の引き方 (T定規と三角定

規の使い方)水平線,垂直線,

斜線 (30° 45° 60° )

〔実線, 破線, 一′点鎖線につ

いて〕

口円と円孤 (コ ンパスの使い方)

〔実線, 破線, 一′点鎖線につ

いて〕
ハ寸法の移し方 (も のさしとデ

ィバイダー)

二文字

漢字,ア ラビア数字, ローマ

字

平面図形を正 しくか くことがで

きる

イ線分を二等分する

口線分上の一′点に垂線を立てる

ハ線分外の一点を通る平行線を

ヲ|く

二角の二等分をする

ホ線分を任意等分する

へ正三角形,正方形をかく

卜正六角形,正五角形をかく

・構想の表わし方の種類と長所短

所を知る

・ 製図用具の種類と用途について

知る

・ 製図用紙の種類と大きさを知る

・ 線の太さと種類用途について知

る

・文字の種類と大きさについて知

る

・ 線分の二等分のしかたを知る

・垂線の立てかたを知る

・ 平行線の引きかたを知る

・ 角の二等分のしかたを知る

・ 線分の任意等分のしかたを知る

・ 正三角形,正方形のかきかたを

知る

0正六角形,正五角形のかきかた

を知る

第 1学年男子年間指導計画



2.投影法

・投影図 正投影法

・第三角法の原理

・第一角法と第三角法の区別

・第三角法による投影図の練習

3.展開図

・ 四角柱,円柱の展開
0三角すい,四角すいの展開

・ 円すいの展開

1・ 寸法記入法

・寸法単位,寸法の入れ方,寸

法数字

・せまい部分の寸法の記入

・ 角度,半径の寸法記入

・各種記号

・ 弦弧曲線の寸法記入

0寸法記入上の注意

2.ェ作図のかき方

ブックエンドの工作図をかく

(励図面と生活

1。 日常生活における図面の必要性

2.日 常生活と日本工業規格との関

連

〔Ⅱ〕 木 材 加 工 40時 間

A立ふだの製作

11)考案設計

・ 工作の経験,工具使用度,家庭

で保有する工具等について調査

・形のくふう

・ 用途,デザイン,形状寸法

材料

(2)製図

・ スケッチをもとにして工作図を

かく

・材料見積表をつくる
0作業手順をきめて手順表をつく

・ 第三角法によって立体の投影図

がかける

イ立体模型を第三角法でか く

口立体模型を第一角法でか く

ハ投影図の誤 りや不足をしらべ

る

・ 立体の投影図から展開図をか く

ことができる

イ四角柱 と円柱を展開する

口三角すいと四角すいを展開す

る

ハ円すいの展開をする

0正 しく寸法を記入することがで

きる

イ寸法線,寸法補助線,寸法数

字を入れる。

口せまい部分の寸法を入れる

ハ角度の寸法を入れる

二φ.□ .R.tの記号を用いて

寸法を入れる

ホ関連,寸法,対称寸法を入れ

る

oブ ックエンドを正しい順序でか

く

技

立ふだのスケッチがわかりやす

くできる

0正 しく立ふだの工作図がかける

・材料見積表ができる

・作業手順表ができる

0第三角法の原理を知る

・第三角法と第一角法による投影

図のかき方を知る

(図 面の配置,線の使い方)

・ 四角柱,円柱の展開図のかき方

を知る

。三角すいと四角すいの展開図の

かき方を知る

・ 円すいの展開図のかき方を知る

0寸法単位,寸法線,寸法補助線

について知る

・ 寸法数字の入れ方を知る

・ せまい部分の寸法の入れ方を知

る

。角度,半径の寸法の入れ方を知

る

・ 記号の種類 と使い方を知る

。弦弧曲線の寸法の入れ方を知る

・ 関連寸法,対称寸法の入れ方を

知る

・ 寸法記入上の注意事項を知る

0尺度の種類 と図面の形式を知る

。標題欄の記入のしかたを知る

・ 工作図をか く順序を知る .

日常生活における図面の必要性

について理解する

日常生活 と」・ I・ Sマ ~ク につ

いての関連について理解する

・設計の条件について理解する

・ 木材の種類と用途について知る

・ くぎの種類と用途について知る

0立ふだの基本的な形の寸法につ

いて知る

・材料見積表の作り方を知る

・作業手1買表の作り方を知る

容習学

標達ラ」

識知
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る

・ すみ付け…さしがねやものさし

の正 しい使用法

・ のこびき…両刃のこぎりの正 し

い使用法

・ かんなかけ…二枚刃かんなの正

しい使用法

・ 組立て…げんの うの正 しい使用

法

・ 塗装…塗装の方法

さしがね, ものさしを使って正

しいすみつけができる

・両刃のこぎりを使ってのこびき

が正しくできる (手, 足, 日)

ひき始め,ひ き終 り,角度

・二枚かんなを使ってかんなかけ

が正しくできる (右手,左手)

かんなの刃の出し方

けず り始め,けず り終 り

・げんのうを使って正しいくぎ打

ちができる

・塗装が正しくできる

・ さしがねの正しい使い方を知る

・ たてびきとよこびき刃とその働

きについて知る

・かんなの刃の出しす,入れ方に

ついて知る
。かんなかけの順序について知る

・げんのうの使い方について知る

。塗装の順序と方法について知る

よい作品とはどんなものか知る

(4)整理 と反省

・ 製作過程をふ り返 り,作品につ

いて反省する

B本立の製作

(1)考案設計

・ 本立の構造や形の研究

・ アイデアにもとづいてスケッチ

する

・木材の構造や性質

・木材の用途と種類

・接合材料 (く ぎ,木ねじ,接着

剤)の用途

・板の組み合わせ方,使い方,接
合のしかた

・形のくふう,側板,背板の形の

くふう

・塗料の選び方

・ スケッチの完成

本の大きさ,本の安定度,木材

の規格等より寸法をきめる

12)製図

・ 製図用具を正 しく使 って工作図

をか く

図法…三角法 尺度…
=

(3)製作

・材料 0工具の準備

・ 材料見積表をつくる

・ 製作記録表の準備をする

・安全作業についての注意

・実習の係をきめる

・すみつけ…曲尺使い方

・ のこびき。1・ のこぎりの構造とは

たらき
0かんなかけ…かんなかけの構造

とはたらき

平面けず り,こ ばけ

・ 本立のスケッチがわか りやす く

かける

・ 本立の工作図をかくことができ

る

・ 材料見積表ができる

・製作記録表の様式ができる

・正しくすみつけができる
0の こぎりを使ってたてびき,よ

こびきが正しくできる

・二枚刃かんなを使って平面,こ

ば,木 口けず りが正 し くで き

る

・糸のこ盤が正しく操作できる

・木材の構造や性質について知る

・木材の用途と種類について知る

・接合材料の種類と用途について

知る

・板の組み合わせ方について知る

・ 本立の基本的な形と寸法を知る

0塗装の種類や方法について知る

・ 工作図をか く順序について知る

・ 材料見積表のつ くり方を知る

・ 製作記録表の様式を知る

・ すみつけの方式を知る

・ のこぎりの構造 と取扱い方を知

る

・ かんなの構造 と取扱い方を知る

・ 糸のこ盤の構造 と取扱い方を知

る

・ のこぎりかんなの手入れについ

2θ



ず り,木 口けず り

糸のこ盤を使って曲線の切断

のこぎり,かんなの手入れ

組立…きりによる下穴あけ

接着剤の使い方

くぎ打ち,木ねじしめ

各部の検査

塗装…全体をセラックニス塗 り

こば,木 日,エ ナメル塗装

塗装用具の手入れ

きりを使って正しく下穴をあけ

ることができる

正しく組立てができる

塗装がきれいにできる

て知る

きりの種類 と下穴のあけ方を知

る

組立ての方法順序を知る

検査の方法を知る

塗装方法 と順序について知る

塗装用具の手入を知る

{4)整理と反省

製作過程をふ り返 り作品について

反省をする。自己評定をする

〔Ⅲ〕 金 属 加 工 25時 間

ちりとりの製作

(1)考案設計
0ち りとりの構造や形の研究

・ アイデアにもとづいてスケッチ

する

・板金材料の種類と用途,規格
0接合材料の種類と用途

・形のくふう 本体ととっ手

・塗料の種類と使用法

・ スケッチを完成する

・ ちりとりのスケッチがわかりや

すくかける

よい作品とはどんなものか知る

・ 板金材料の種類 と用途について

タロる

・ 接合材料の種類と用途について

知る

・ 基本的なち りとりの構造 と寸法

について知る

・ 塗料の種類 と使用法を知る

４
』

(2)製図

・ 製図用具を使って現尺で展開図

をか く

(3)製作

材料工具の準備

材料見積表をつくる

製作記録表を準備する

実習の係をきめる

・ けがき…けがき用具の使用法

・ 切 断…切断器

金切はさみの使用法

穴あけ…ボール盤による穴あけ

折 りまげ…折 り台,刀刃,かけ

たがねの使用法

びょう止め…びょうの大きさと

かしめ方

はんだづけ…こての温度と使用

法

(4)整理と反省
0工具,用具の使用法

・作品について自己評価する

ちりとりの工作図をかくこ

できる

材料見積表をつくることができ

る

製作記録表の様式をつくること

ができる

けがき用具を使って正しくけが

きができる

金切はさみを使って正しく切断

ができる

ボール盤によって正しい穴あけ

ができる

折 りまげ用具を使って正しく折

りまげができる

びょうどめが正しくできる

はんだづけが正しくできる

工作図をか く順序を知る

材料見積表のつくり方を知る

製作記録表の様式を知る

けがき用具の使用法を知る

金切はさみ,切断器の使用法を

知る

ボール盤の取扱い方と穴あけに

ついて知る

折 り台,刀刃 ,

用法を知る

びょうの大きさ

知る

はんだづけ用具とその使用法を

知る

かけたがねの使

と種類について

どんな作品がよいか知る
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〔Ⅳ〕 栽 培 20時 間

(1)栽培計画

・ 草花の種類

-0二年草,宿根草,球根

・草花と気候
0草花と土,肥料

・ 花だんの計画

佗)草花の栽培

・種まきの時期と方法

・球根の植付け時期と方法

・移植と定植の時期と方法

・施肥の時期と方法

・手入れの方法

(3)き くの鉢栽培
0植えこみの方法と培養土

0はちかえの時期

・ かん水の時期と分量

・仕立てかた

・ 摘心,支柱立て

・花だんの栽培計画を立てること

ができる

・ サルビア, コスモスの種まきが

できる
。グラジオラス,ダ リアの球根の

植えつけができる

。草花の定植ができる

0施肥の時期を知って正しく施す

ことができる

・手入れの時期を知って適期に行

うことができる

・きくのさし芽を植えつけること

ができる
0はちかえの時期を知って植えか

えができる

・適量のかん水ができる

・一本仕立に仕立ることができる

0草花の種類について知る

・草花と気候について知る

。土と肥料の種類について知る

・花だんの栽培計画について知る

・種まきの時期と方法を知る

。球根の植付時期と方法を知る

・ 移植,定植の方法と時期を知る

・施肥の時期方法について知る

0手入の時期方法について知る

・植えこみの方法と培養土につい

て知る
。はちかえの時期とはちの大きさ

について知る

・ かん水の量と時期について知る

。仕立てかた,摘心,支柱立てに

ついて知る

(0整理と反省

きくの栽培について反省する

段 階 ④ 正しく能率的にできる C正 しくできる ⑥ 不充分な所がある

・ よく育ったきくの花,葉につい

て知る

設計製図

水平線

垂直線

斜線

円のかき方

寸法の移し方

木材加工

すみつけ

のこびき

線の引き方

円と円弧

寸法の移し方

本立の木取り

T定規,

規

コ ン パ ス

ものさし,デ イ

バイダー

曲 尺

両刃のこ

水平線10本 10m m間 かくに引く

垂直線10本10m m間 かくに引く

45° の斜線10本10mm間かくに引く

半径10,20,30,40,50m mの 同

心円をかく

直線 100m mを 5m m間かくに分

割する

T定規と製図板の密着

線の引き始めと終 り,

引く方向

T定規と三角定規との

密着,引 く方向

半径の正しさ,線の太

さ,ヲ |く 方向

ものさし,デ ィバイダ

ーの持ち方,脚の移し

方,誤差

寸法の沢1り 方,持ち方

持ち方,ひ き始め,ひ

き終 り,すみつけ線と

本立の工作図によりすみつけする

本立の工作図によりよこびきする

技能評定基準

22

項   目 学 習 の 場 観



のこびき

かんなかけ

くぎ打ち

金属加工

けがき

切 断

折 りまげ

本立の木取 り

部品加工

ち りとりの板取

り

両刃のこ

二枚刃かんな

げんのう

けがき針

センターポンチ

金切 りばさみ

折 り台,打木

刀刃

ボール盤

はんだづけ用具

部品加工

はんだづけ

3.反省と問題点

“

)設計製図

①製図学習の発展性

製図学習は木材加工,金属加工,総合実習等の

製作学習の出発点であり,基礎である。そこで木

材加工,金属加工などの製作学習における,考案

設計の結果を正しく表示したり,書かれた図面を

正しく読んだりするに必要な基礎的な製図技術の

習得が目標となる。

しかし,実際指導においては,製図用具の使用

法,投影法等に重点がおかれ,個この用具の使用

法とか,三角法の原理,投影図の読図と製図,寸

法記入法といったことにのみ追われ,木材加工,

金属加工への有機的なつなが りや,発展性がすく

なかった。

これについては, 指導計画を考慮し, 木材加

工,金属加工の製図の段階において,重点的に行

けがき針の持ち方 ・
引く方向,ポ ンチの持

ち方

持ち方,力の入れ方,

切日,けがき線との誤

差 lmm以下

折りまげ順序,けがき

線との折りまげ部,誤
差

工作物の固定

力の入れ方

けがき線との誤差

こてのやきかげん

溶剤の使い方,接合部

の程度

うといった考え方もあると思う。しかし,こ うし

た計画で過去に実践を試みたが,これ又学習の系

統化の面で不十分なところがあったように思う。

又技術・家庭科の基礎学力とは,これだといっ

た本質的なおさえがなく,現実の高校入試の旋風

にまき込まれ,関連知識中心に流れていることに

も起因している。こうした眼前の問題だけに押し

流がされ,本来の目標を見失うことがないように

しなければならないことを痛感した。

②用具の保管

製図用具にかぎらず,器具の良否ができばえに

大きな影響を持つものであると思う。T定規,製 図

板の販扱いにはかなり厳格な指導をしているが,

破損が甚だしくなってきたように思う。本校にお

いては,製図室を現在は持っていないから,普通

教室まで運搬して使用している。このため運搬移

動中における破損が多い。特にT定規の頭と胴部

のゆるみが多くガタがある。早目に整備しておか

本立の工作図によりたてびきする

底板,側板の平面けず りをする

底板 と倶1板 をつける

ち りとりの工作図によりけが く

工作図により直線に切る

工作図により直線に折 りまげる

けがき線により2mmの 穴 2個を

あける

折 りまげ部のはんだづけをする

の誤差 lmm以 内

持ち方,力の入れ方

刃の出し方

平面の検査

げんの うの使い方

きり穴のあけ方



なければと思った。叉デ ィバイダー, コンパスに

ついては,34年度来学校用のもので使用してきた

が,破損が目立ってきたため, この辺で個人持ち

に切 りかえるべきであると思っている。

け}木材加工

①形や構造の考案設計から,加工法や接合法

を生かした考案設計へ

考案設計が創造性を養 う上に極めて重要視され

ているが,いぜんとして形や構造の段階に止まっ

た感が強い。学習計画にもかな りの時 間配 当 を

し,指導 したつもりであるが,なお形や構造の域

を脱 し得ず,さ らに加工法や接合法等の工学的要

素についてのつっ込み方が足 りなかったように感

じる。アイデアスケッチとい うと,形や構造の面

にとらわれやすく興味も叉多い。工学的要素を生

かした考案設計へ進める研究が,今後に残された

問題であるように思 う。

②基礎的技能の系統的指導

工作図ができ,製作の段階に入るとどうも作品

中心的にな り,個 この技能についての指導がおろ

そかにな りやすい。切断 とか切削 といった基本的

技能については,も っと系統的に反覆練習させる

必要があるように思 う。

そこで木材加工 としては,最も簡単である立札

の製作において,切断 と切削の指導を主眼とし,

本立の製作段階では,さ らにこれを深めようとし

た意図は,あ る程度達せられたように思 う。

③技能評定の基準

技能の評定については,客観的基準が明確でな

く,しかも,評定に時間がかかる。平素の学習の

場において行なうことが最も望ましいが,実際は

なかなかできがたい。そこで前掲のような評定基

準を設けて,時間を特設 して評価を行った。評定

項目については,ま だいろいろと考えられるが,

教師の負担から考え,各領域 5項 目にとどめた。

叉生徒の自己評定についても,その時期と方法

について,なお一層研究すべき,問題が残されてい

るように思われる。

レヽ栽培

①きくの鉢作 り

長期にわたる継続管理によって,結果がはっき

りとあらわれ,校庭美化に役立つこと,実習地が

ない所でもできること,共同の責任を培う上に効

果があるなどの長所が考えられる。しかし,作物

育成の基本要素となる播種土壌肥料といったもの

の学習には,不十分な点が考えられる。そこで,

1年草の栽培を併用することによって, この補い

をする必要があるように思う。

②季節的考慮

4月から毎週 1時間ずつ,11月 までの配当時間

で,4月の始めに春まき草花をまきつ け る計画

は, どうしてもまき時を遅らせる結果になりやす

い。4月 はクラス編成や学校行事等で,本格的な

活動は中旬以後になりやすい。また球根類の植付

けは,秋植えのものの方が種類も多く,指導がし

やすいように思う。したがって,播種や定植につ

いては,秋にまわして指導したらどうかと考えら

れる。これらについても,なお研究すべき点が残

されているように′思う。

むすび

以上設計製図,木材加工,栽培について,ま こ

とに拙い日びの実践についての反省である。自分

なりに,つねに問題を求め,遅ちたる歩みながら

前進したいと思っている。
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技 術 科 の

学 習 立 体 化 へ の試 み

一
こ れ ま で の 実 践 か ら

一

省中田

はじめに

技術・家庭科が新設されて 3年が経過したが ,

技術・家庭科男子向きの学習は,図面を書 く,物

を作る,物を分解した り,組立た りするといった

作業活動が学習と不可分に結びついているため,

この教科の新設当初から,われわれの教育実践上

もっとも頭をなやましたのは施設・備品の問題で

あった。この点も,最近ではいちおうの充実を見

たようである。私たちの所でも。 この点を研究テ

―マとして研究をおこなってきたが,その結果 ,

図 1の ような施設を建築するはこびとなった。研

究結果は東京都の発表会において発表ずみである

ので,こ こではそのことにふれないことにする。

その後,私たちがこの施設の中で, どのような学

習を実践してきたか,確かに技術・家庭科はこの

ようなすがたで, こんな学習をするのだといった

考えが,こ の施設がつくられる前に,私たちには

あったし,その結果として生れた施設 で も あ る

′
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`Ⅲギ:  「
・す「

が,新年度の計画をたてるにあたって,今年度の

実践をふ りかえ りながら。私たちの考えているこ

とを述べてみたいと思 う。

国分寺市には中学校が三つあ り,技術・家庭科

新設当初から, この三つの中学校の技術・家庭科

担当教師たちが集まって,研究会をもち,共に協

同研究し合ってきた。この点については技術教育

8月 号で,「加工学習において授業をどう組織す

るか」の論題で藤田昌治氏が「 ……しかし現場の

実践家ならば,誰れも知っているように,一年に

いくつもの実践的研究がかけるほど研究はなまや

さしいものでない。そ うだとすれば……」とのベ

ていることにまったく同感である。それ故に,私

たちは同一地域で協力し合ってひとりひとりの力

を,よ り効果的なものにしようと, この 3年間,

共に研究に実践に励げんできた。今年度の産教連

の岩手大会にも,そ ろって機械分科会に参加し,

研究発表をさせてもらった。そこで今回は,私が

この原稿をお引受けしたが,こ こでの べ る こ と

は,上記の意味からいって,当 然私個人の考えと

いうよりも,む しろ,国分寺市技術科研究会の考

えであ り,実践である。私がいままで私 といわず

に,私たちということばを使ってきたわけも竹の

ためである。

(I)  '

ここで協同研究といっても,では一体どんなこ

とをやっているのかといった疑間をもつことだろ

う。上に記した施設についていえば,た とえば,

その利用を一中では,ひ とクラスを男女 別 に分

け,男子25名平均の学習を,三中では,ふたクラ

スを男女別に分け,男子50名平均の学習を進め,

① 作業管理上の問題,② 学習効果の問題,③

工具の問題,④ 担当職員の問題 といった問題

についての資料を集め,そ うい うような条件下に

おける学習指導について考えた り,各分野の教材

研究 0年頭計画の実践経過等についてひと月に 1

26

回の研究会を持って話し合った。実際は毎週 1回

の割 りになった月もあった。学年末には 1年間の

結果の発表会を毎年もち,三つの中学校の協同態

勢ですすんできた。

今年度もスター トをきるにあたっての計画の中

で,まず考えたことは,作業実習の中でどのよう

に知識と技能の一元化をはかるか, ということで

ある。

技術・家庭科が新設されてから,こ の教科の性

格を技能者養成的な教科だと考える人びとの間で

この教科の学習において進学組 と就職組 とを別け

たらというような声もきかれたが,現在ではこの

教科の目標・性格が,今 日の社会に生きる人間に

とって最少不可欠な教養としての技術的素養を子

どもたちに身につけさせる教育 とい うことの認識

も深められてきた。このような実績はわれわれ研

究会の 3か年間の努力・研究が実のったものと自

負している。しかし,最近,技術・ 家庭科でいう

基礎 (技術)と は何か,技術の理論 とは,ま た理

論をむ りに学習の中に体系づけようとするなどの

傾向が うかがえる。それが技術・ 家庭科本来の目

的からはなれて,あ るいは工業準備教育的性格を

もった り,ま たあるいは理論にあけくれする理論

教科になってくるようにみうけられる向 き もあ

る。そこで, 3か年の実績の上にたって,われわ

れは次の段階に進むに先だって, ここで十分その

整理を行ない,あ らためて今後の実践課題を明確

にうちだし,それの解決へと向ってすすむべきだ

と思っている。た々なる知識のつめ込み・知識の

暗記,技能の訓練・技能の習得 といったことでは

すまされない。創造的思考力とい うことがよくい

われている。私たちはこの問題についても,能動

的実践力,倉 1造的思考力と考えてきた。したがっ

て,そのような力を育てるためには学習をどう組

織したらよいか, といった問題にもつながってく

るわけである。技術・家庭科の学習では,ま ず作



業活動を主体 として行なって行こうとい うことで

ある。加工学習・機械学習・電気学習・栽培学習

脚 板

坐 板

図 2-(a)

ァイ∞―――〒到甲真=百    〒4"司

の中で,生徒を教材と取 り組ませ,その中での動

作を通して知識を理解させようとする。……板の

けず り方が うまい。"…・エンジンの修理が

よくできる。といった技能的熟練でなく,

獲得した知識が,転移性・発展性を持った

態度と結びついて,事にあたって知識を駆

使し,実践し,解決 していく能力,も ちろ

んこのような能力をもとめる過 程 にお い

て,私たちは技能を否定しない。作業活動

によって生みだされた製作品にその価値を

認めるのではなく,その製作過程に技術・

家庭科の重要な意味を認め,指導がなされ

る必要を感 じ,その指導に含まれる各種要

素の中の一つとして,技能は重要な要素で

あると考えている。

(I)

ここで,各分野での今年度実践してきた

2本

1本

3本

1枚

1本欠

2オ文

1枚

木

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

①  00今 t || 1  0

120-―→■一―120二―→二_45-=

図 2-(b)
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教材にふれてみたい。図 2(→は三中の高梨孝明先

生が 1年生の教材 としてとりあげた折たたみいす

である。

イ。手工具による作業……のこぎりで切断する

さい,正 しくまっすく
゛
に切る。切断の良否は組立

に影響する。

口。無駄のない木取 り……材料を無駄なく利用

する。

ハ.利用価値……美術等の野外写生 に利 用 す

る。

図 2(b)は一中の諸井筒慈先生が 1年生の教材と

したイーゼルである。

aに くらべると,作業が複雑な点もあるが,ア

ル ミ板などを使ってお り,金工も合んでいる。

このような木材加工の中で,私たち の な や み

は,手工具の消耗であった。学習の準 備 に追 わ

れ,教材研究に追われながら,正しい工具の使い

方は,の こぎりの刃はjかんなの刃はと,生徒に

正 しい知識をあたえる工具が不備ではと放課後遅

くまでのこって,工具の修理をしても,その消耗

に追いつかない。昨年度から,手工具を生徒個人

に持たせることにした結果,ひ じょうにらくにな

った。費用の点に問題はあるが,たいがいの家庭

には,生徒が使 うぐらいの手工具はあると思 う。

ここに木材加工の教材から,二つ例 を あ げ た

が,私たちが,こ の加工学習を進める作業活動の

中で考えてきたのは,その結果である製作品の良

否 ということではない。このことは前にも書いた

が,その過程を重視してきた。そしてその中の要

素を必要に応じて取 りあげることにした。

よく本立ての問題に,横板の木取 りの問題とし

て図 3の (a)と (b)の どちらがよいか考え させ るた

め,一応いろいろの本片を使って実験をすること

がおこなわれる。しかし,その実験結果 に よっ

て, どちらがよいかをただ理解させればよいだろ

うか。 2年生になって,ブ ックエンドの製作をす

るとする。この場合たんにブックエンドを作ると

いうのではなく, 1年生の時の本立の材料と比較

して,鉄板という材料の特質をつかみ,材料と構

造物の構造上の関係といった問題にふれてはどう

か。ブックエンドに使用する鉄板を,幅 lCm, 2

cm, 3cmに切断し,それを長い方向に,一端を

(口 )

一― |

画

面

一―
」

|

2θ

図 4



固定し,他の端に重力を加えて,曲 りを観察させ

てみる。また図 4④のようにブックエンドで本を

はさんでおいて,中の何冊かの本をぬく時, この

図のようにブックエンドに本の重力が 掛 る こ と

は,想像されることである。この時の分力,鉄板

の厚さを一定にした時の辺 aの幅についての計算

は,中学生にはむ りと思われるから,説明する必

要はないが,図の上で,分力についての理解をさ

せる。

最近デザインとい うことがよくいわれる。構想

図を書かせると,生徒はすぐ形にこだわる。つま

り,デザインにだ。製作品のデザインは,その機

能上,合目的的に作られることが必要 な の で あ

り,こ のような寸法で,こ のような形のものを作

れとい うのではなく,設計の過程の中で,製作過

程の中で,必要とする要素について実験をする,

測定をする, といった活動を行い,こ うやればよ

いのだということを,生徒自身が発見し,問題解

決 していくように考えてきた。製作品の価値は,

そこにはじめて生まれてくるものだ。作業で鉄板

の切断しようとするところに穴をあけ(図 4{口 )),

たがねで切断する工程も,上の実験の発展 として

穴の間隔をどうすればよいか,能率的加工・加工

しやすい方法 といった観点から指導する。

また栽培学習については,私の学校は埋立地の

ため校庭のどこを堀 りかえしても,赤土だらけで

栽培実習をする場所がない。しかし,実際に植物

を育てさせること以外に,方法はないと考えて,

菊の大輪の鉢栽培,サルビアの苗つくりから,花

だんの植えつけまでを実習させている。花だんは

畑の黒土を客土して,校舎の前に毎年 1年生に設

計させてつくらせてきた。菊の栽培は次のように

やってきた。

葉を集めさせてつくっ

たもの

芽ざしをして育てた苗

を 4寸鉢に植えつける

4月 2日 芽ざし

5月 22日 植えつけ

摘心して三本仕立にす

るよう側芽を三本のば

すようにしたところ

当番制にして朝・夕二

回かん水

三本の枝が同じように

成育,鉢が小さく感じ

られるようになった。

8寸鉢に鉢かえ

7月 19日

支柱を立て枝をいわく

|・

培 養 土

・ さし芽の方法

・発 根 状 態

・苗 の 良 否

・鉢づくりの土

・枝 の 成 長

・摘 心 の意 味

|  

く り

・吉づくり

・移  植

ん 水

0鉢 か え

支柱立て

枝いわき

・肥料について

・ 鉢づ くりの上

について

・移植による地

上部の抑制

支柱立ての方法

週4回
(森乙雰験:冒)

すっか り成育。10月 初

め頂上に花芽の分化が

見られた。

形のよいのをのこして

摘花

|:]'::ii:]|

すこしのゆだんもでき

ない。 2日 に一度は摘

芽 (倶1芽 )を しないと,

どんどん伸びてくる。

台風がこなければよい

が。

枝を支柱にいわく。

10月 28日 , まちにまっ

た花がとうとう開いた。

美しい/ きれいだ /

僕のつくったのは白い

花だ .′

1年生はさすがに嬉し

そうだ。

病気の種類

病気の防除薬剤

虫害の種類

虫害の防除薬剤

花 の 構 造

鉢ものの手入れ

土
母ツ肖

一化摘

化

象

分

現

の芽

花

花

開

輪台つけ

観賞用陳列

場所づくり

この学習を通して,い までは毎年学校中の生徒
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が 1年生が菊の栽培を始めると,秋に菊の咲くの

を期待するようになってきた。校庭の樹木に対し

ても,花だんに対しても,生徒が自発的に手入れ

するようになってきた。鉢物へのかん水 の た め

や,ま たその間,摘芽・消毒といった作業をしな

ければならないので,夏休みには朝夕二回当番が

登校する。協力・責任 といった態度が大いに養な

われる。この栽培実習も比較実験区をつくって観

察 させ,栽培方法について理解させている。

また電気学習は,その内容 0教材から見て,学

習の形態が一斉学習,分団学習にな りが ち で あ

る。教材実習例 として,電気スタン ドがあるが,

費用の点,作業内容の点などから考え,電気ハン

ダでこの作業を取 りあげてみた。

イ・ 木材加工・金属加工の学習の応用

口・ 屋内配線の過程での実習を兼ねる

ハ。電気器具の修理 0点検

二.電気アイロン等の発熱体を持った物の構造

と原理

このような点をこの製作実習を通して理解 させ

ようとした。電気学習は理論的な学習部面が,他

の分野と比較して確かに多いように思 う。実際 ,

理論的裏づけは必要であ り,理科学習での理解・

法則 といったものの利用が大いに考えられ,それ

によって学習の発展がはかられるべきである。技

術・家庭科の電気学習は,その理論・法則の理解

をさせるのではないと思 う。それらを利用し,応

用すべきである。最近ハンダ付けをしない教科書

等に見られる実体配線図を実物化したようなラジ

オ学習用のセットができ。教材 として利用されて

いる。利用のしかたによっては,ひ じょうに便利

である。ラジオの回路の説明にはよいと思 う。し

か し,今までつかってきたラジオセットを,一度

にこのようなものに変えてしまう費用がない。一

つのシャーシに回路を組み込む普通のセットを私

はつかっている。

3θ

(Ⅲ )

以上は今年度の実践から各分野での教材例をあ

げ,その内容について述べてきたが,知識・技能

の一元化をはか り,作業活動に主体をおく実践。

しかし,各分野の学習がそれぞれに全くかかわり

なく,独立して行なわれてきたのではない。各分

野には関連性があり,各分野の技術理論の根底に

は,同一のものがあると思う。私たちはこれを科

学性の共通点であると考えている。科学の上に技

術があること。人間の生きる方法として,種々の

ことが原始時代からおこなわれ,今 日に至った。

その間人間は技術を考え,生みだし,技術を持っ

て生活し,さ らに改良してきた。技術が偶然発見

され,不 J用 される場合もある。しかし,その裏に

はいつも科学なるものがささえとしてあ るはず

だ。今日科学の発達が,技術をますます進歩させ

ている。現代社会での要求として,科学教育が叫

けばれ,科学振興が声を大にして叫ばれている。

この要求が現在の教育の場でそれを満たすとする

ならば,われわれはここに科学教育と技術教育の

問題を新らためて確認する必要がないだろうか。

科学教育では科学とは如何なるものか理解させる

必要がある。それに対する知識が養なわれる。こ

の科学教育に働きかけ科学的知識に「 動き」をあ

たえるようにすることが,技術教育だと考えたい。

理科・数学を通して得た知識,さ らには社会科等

による知識,その上にたって,それらを駆使し,

文化に貢献していこうとする行動, これがその専

門的学問への貢献にもつなが り, 日常生活の中で

合理的に処理される種々の事がらにもそれを反映

していく態度を期待したい。

技術教育は現代社会に生きる人間のパーソナリ

ティ形成の一要素と考えたい。技術・家庭科学習

は3年間の各分野の学習が関連づけられることに

よって,は じめて,その目標を達成することがで
,

きる。                    |



この各分野の関連に関する問題について,私た

ちは学習を多角的に展開していこうとしている。

つまり,学習の立体化である。作業を主体に学習

が進められる。その過程で材料の問題,構造の間

題,加工方法の問題などいろいろの問題が一つの

製作品の製作過程を分析することによってでてく

る。これは木材加工であるから,金属加工である

からとい う分野の異なりをこえて,共通的内容を

持 っている。したがって, この共通的内容から,

その製作過程を考えていく。そこではいろいろの

実験が,試験が,測定が,ま たその結果の比較が

必要である。   ・

学習を,た とえば,木材加工でいすの製作をす

「

―教研レポー トよリーv―――――́′́ サ́ーン́―

1      
自主編成 と技術科の本質

| ぶ證夏曹F2息嵩『ぜな鼈襲澄ξよモ:llt、 24璽ち:
| たたかわされてきた。教研全国大会のレポートにも,

この問題が顔を出さないことはなかった。そこで,こ
としの教研レポートのなかから, この問題にふれてい

るものをご参考までにひとつ紹介しておこう。

「われわれ教師は指導要領にとらわれる必要は,必ず

しもないと思われる。指導要領はあくまでも,指導の

一指針であるので検討に検討を重ね,(中略)子ども

たちの幸福のための指導計画が立てられることこそ意

義があるものと思う。

技術教育は理論のみでなく,実践活動を通して本質

を探 り得るので,学習指導要領に示されたすべての内

容は,実践活動を通して,その中から検討を加えて,

近代社会に即応し得る人間形成への指導計画を確立す

べきである。

われわれは,原理原則の系統性の必要を認め,創造

的思考力を未来への展望に立って築きあげていかねば

ならないのである。 (中略)当初より主張されてきた,

自主編成をわれわれ技術科教師の本来のものとしてこ

れと真貪1に取 り組まなければならないのである。この

立場に立って初めて技術科の本質を明らかにし,子 ど

もたちの正しい学習形態が組み立てられる方向に努力

する勇気が持てるのである。
1.教育課程編成の主体は

教育課程編成をするには,一定の組織 (研究団体)

をとおして具体的な教育課程をつくり上げることであ

るが,その重要な前提となるのは教師一人一人の教材

研究の深化 (日 々の教師の教育実践の中で「何を」教

えるべきであるかを考えそれを実践しその後の実践を

更に変革していくこと)である。現場実践がどれだけ

充実しているかによって教育課程の社会的実践的な有

るとして,構想図を書く一→設計図を書く―→製

作作業をする, この一連の学習活動を,上に述ベ

た共通的内容 (材料の問題,構造の問 題 とい っ

た)から考えていくとい うことである。一つの学

習をいろいろの角度から追求 し,さ らに次の学習

へ発展さしていこうと思 う。本立ての製作から,

ブックエン ドの製作へ, これは製品を作るといっ

たことからでなく,本立ての構造,本立ての材料

から,つまり木を鉄板に変えるといった問題から

発展させたいと思 う。最後に私たちは現在, この

ような学習を進めるための学習ノー トを作成して

いる。生徒に考えさせる学習ノー トにしたいと思

ってい る。 (国 分寺市技術科研究会)

効性がきまるのである。

教育課程は教師自身の教育実践のなかで造 り出される

ものである。ある意味では教師の実践そのものである。

2.技術学に教材の選定の規準を求める

技術科の場合も他教科と同様に科学的系統によって

教材を選択すべきではなかろうか。技術教育の内容を

発展できる科学として教育すべきであろう。そうする

と技術科の中で,道具,機械,材料,技術についての

理論的知識,動力,エ ネルギーの理論,生産の組織な

どが系統性をもって与えられなければならない。

3.子 どもの発達と直観的認識

技術教育を展開する場合に文部省がきめた子供の発

達段階をうのみにするのでなく子供の技術的知識,能
力の獲得課程を明らかにすることが必要であり,その

教材が子供に与える直観的興味と直観的認識を重視し

て教材の選択をしなければ技術科教育が子供に科学と

して与えられず,現在の生産部門べったりの人間 (あ

るいは機械)をつくることになる危険性があるように

思われる。
4.技術科の教育課程について

И)技術科教育研究の臨路

・ 教科の歴史が浅い

・技術科としての専門教師

・技術科教育をすすめるための基盤の薄弱 (施設設

備)

・教師や国民の古い教育概念

←)理科,数学その他の教科との関連の考慮

現代の生産技術が自然科学や数学の発展と関連を

もちながら発展し双方の長い間の集積と相互作用に

よって作 りだされたのである。このことから自然科

学の知識や法則を生産技術に転用するということを

なさねばならない。即ち理科や数学,社会科と密接

した関連をもちながら技術科の教育課程を考えなけ

ればならない。

θI



製 作 学 習
′
におけぅ実 践 の反 省 と

教授・学習過程上の二 0三の問題
一一試案づくりと実践による検証をめざして――

成江

I本年度の実践

「 裁縫ミシン」を題材とした 2年女子の機械学

習の授業研究では,昨年9月 号 (本誌)で述べた

ように,子どもの機械に対する科学的な知識理解

を基盤とした,創造的思考力を育てていくことを

主なねらいとして,実践を試みてきた。その中で

特に,①機械学の系統と,子どもの認識の系統と

のかみ合わせの点を捉えるなかで,機械学習の系

統をどう求めたらよいか。②自然科学の基盤の上

に立つところの技術の学習過程を, どう組み立て

たらよいか。③技術の実際的な学習のなかから,

自然科学の基礎を究明していくために,プロジェ

クトの編成をどのようにし, これを中核とした指

導の展開をどうすすめるか。

以上の三つのことを重点にすえて,学習指導の

展開を図ったのである。

つぎに,本年度の実践のなかから被服製作学習

の指導,特に 1年女子の「 活動的な日常 着 の製

作」をとりあげてみることにする。

(1)被服製作学習のとらえ方

被服製作学習においても,そのねらいの根底は

機械学習と同じである。すなわち,被服製作に関

する技術の理論と,それをとりまく基礎的な被服

製作の技能を身につけさせるなかで,科学的な知
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識理解に支えられた技術的思考力を育て,そのこ

とによって,現在及び将来の生活に適応できる合

理的な態度 と能力を養っていくことに変わりはな

い。したがって,次の二点を被服製作学習の指導

における基本的な考え方 とし,後述のような指導

段階の設定 と,その実践を行ったのである。

ア,科学的な知識理解に支えられた被服製作学

習のなかで,技術の理論を追究していく芽を育て

ていくこと。

イ,現実の家庭生活に対する合理性や,近代産

業につながる社会経済的なもののみ方,考え方を

もあわせて指導していくこと。

(2)「活動的な日常着」の実践から

指導の展開にあたっては,被服製作の教材のも

つ系統性 と,子どもの認識の系統 との交点に学習

の系統をみいだし,こ れを順序だてて指導してい

くことを大事にして計画がなされる必要があると

考え,つ ぎのような指導段階を設定 した。

○導入……小学校での被服製作学習の想起と,こ

れからの学習のねらいを説明し,問題意識をもた

せる。

○事前研究……「 活動的な日常着の製作」をして

いく上に最も必要な基本的事項を学習させる。

ア,活動的な日常着としての機能 イ,洋服の立

●

幸  枝



体構成 ウ,組み合わせ服としてのブラウスとス

カー トの性格

○ブラウス製作の計画と準備……ブラウスの製作

に必要な計画と準備をする。

ア,ブラウスの考案 イ,製作用具の準備 ウ,

安全のこころえ 工,寸法のはかり方 オ,型紙

の選び方と補正 力,材料の選び方と見積もり

キ,製作計画を立てる。

○ブラウスの製作

ア,地直し イ,裁ち方としるしつけ ウ,仮縫

いと補正 工,本縫い オ,仕上げ

○スカー ト製作の計画と準備 (略)

○スカー トの製作…… (略)

〇総括・評価……学習の整理をし,つ ぎの製作学

習や家庭生活への発展づけと,学習事項の評価。

以上のような指導段階のなかから,ブラウス製

作の実践の一コマとして, ここに「 裁ち方としる

しつけ」の指導の展開について述べてみたい。

①布に対して型紙をどう配置したらよい。

綿繊維の性質や布の織 り方 (平織 り)について

は,材料研究で学習ずみなので,こ こでは実際に

布を裁つにあたり,型紙をどう置けばよいか, と

いう疑間をまず起こさせ, この問題を解決してい

くための見通しとして,布目は方向によって性質

にちがいがあることに気づかせるようにした。小

学校で,エ プロンなどの平面的な構成の製作しか

学習していない子どもたちには,立体的な構成の

被服としての型紙や,布の取 り扱いについて,大

きな興味や関′いと同時に多分に抵抗を感じている

ことも見逃がすことはできない。

ア,布目はどんな性質をそなえているだろうか。

地直しのすんだ各自の布や試験布を①縦,横 ,

ななめ方向に手で引っばってみる,②布をたらし

てみる。③教師の実験を観察する,な どの方法に

よって,実験観察学習をさせたところ,表 Iの観

察記録にみられるような結果が得られた。グルー

写真 2

プ毎の試験布による実験 (写真 1)は ,力の入れ方

の関係もあってか,効果的に把握され た と考 え

る。また,布 目の使い方による効果 (真写2)につ

いては,各自の布による相互観察によって,実感

として受けとめさせるようにした。この学習によ

って,子どもたちの布に対する問題意識は一層深

められたのであるが,更にこのことを実際の被服

製作に適用させるため,次の点についてたしかめ

させた。

イ,布目の性質に合った使い方はどうすればよい

か 。

④横布裁ち (失敗例)と縦布裁ち|(正 しい も

の)の ブラウスを比較してみる。

○横布裁ち……横に張 りがでて,かさばった感

じ。

○縦布裁ち……自然な感 じですっき りして レヽ



表   I

観察記録 ○ 布目はどんな性質をもっているか。

伸 び ぐ あ い 1  夫  さ | 気 が つ い た 点 布 地 を は る

少し伸びる 割合に弱く,切れ

やすい。

(横糸が縦糸より

弱く,糸が寄る)

よく伸びる 丈夫である。

る。

○えり布 ……縦布に使 うとえ りが浮いた感じ

になる。横布に使う方がぴった りする。

①布目の方向による性質 と使いみちの関係はど

うか。標本や,各自の洋服によってしらべる。

。耳に平行 (縦糸の方向)である

こと。
。布をたらしてみて,自然の感じ

である。

。布をたらしてみて,横に張った

感じ。
。横糸の方向であること。

ひっばりの角度によって,伸び

方がちがう (45° が最も伸びや

すい)

ネクタイやボウに使われている。
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と
　
ｏ
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い

が

こ

な

糸

裂

れ
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も

い

て

な
つ
び

ば

伸
つ
ど

ひ

ん

で

と

手

ほ

| |

な

な

め
布

ひっば りの方向

に使 う場合

(み ごろ,そ で,

カフス,ベ ル ト

など)

伸びちぢみの必

要な場合

(え り布,え り

ぐり,肩など)

布に変化 (ゆ う

づ う)をつけた

い場合

(バ イヤス,フ
レヤーなど)

1巨彊二≡≡1 巨亘:≡≡| |ななめ≡∃
以上の学習活動は,「布に対して型紙をどう配

置すればよいか」という問題に対し,実験や観察

によってそこにある原理を追求し,布の使い方を

把握させることによって問題の解決をはかること

をねらいとしたものであるが,それと同時に, こ

の学習によって,縫い方や今後の製作学習にも適

応していける基礎を固めることをもねらった。

②自分の布に型紙を配置しょう。

ア,型紙の配置をくふうする。……布幅を中表
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に二つ折 りにして裁断台の上に正しく置く。後中

心の輪裁ち。前端は耳にそろえる。型紙の間隔な

どについて注意しながら布目の方向に型紙矢印を

そろえ,経済的で能率的な仕事のすすめ方をも考

え合わせて,型紙の配置をくふうさせた。

イ,型紙を待針でとめる。……縫いしろは,あ

らかじめ型紙につけて切 り取 り,裁ち目の正確さ

と,時間の能率を考慮 したので,待針はでき上 り

線の内側の,必要な箇所にとめさせた。

③布を裁つ。……型紙の直線,角,曲線部での裁

ちばさみの使い方,型紙にそって正 しくきれいに

裁つ技能,裁断の良否と縫い方や能率との関係。

④ しるしつけをする。……でき上 りの輸かく線及

び前端,中心,合じるしなどの要所にしるしをつ

けさせる。角べらの使い方, じるしつけの要領。

なお化繊混紡や樹脂加工布については,チ ャロペ

ーパーを使用。

以上の学習に対する子どもたちのはじめの認識

は「 先生の説明や,教科書の通 りに,又は布の端

から裁てばよいのだ」という素朴なもの で あ っ

縦

　

　

布

横

　

　

布



た。しかし, この学習によって,子どもたちの見

方,考え方は,布を構造の面,性質の面,使い方

の面から,主体的に受けとめ,科学的な知的理解

にもとづく技術へと高まったのである。

(3)被服製作学習への正しい認識を

近代産業の目まく
゛
るしい進展にともない,生活

の中に各種の繊維製品が出回っている現状と将来

を展望するとき,「もはや現代は針を持つ時代で

なく,着る時代である」とさえいわれている。し

かし,現実には,社会一般の要求として針仕事が

女の条件の一つとして存在する。このような矛盾

の中で,将来に生きる子どもたちに正しい認識を

もたせるために,教師はどのような問題意識をも

って指導に望むべきであろうか。わたくしは被服

学習の柱を次のように立ててみた。

①繊維学との関連の上に立った被服学習。

②被服の構造と衣生活との関連の上に立つ被服

学習。

③被服製作の技術が,新しい技術に適応できる

ための基本的な技術学習。

Ⅱ実践のなかにおける問題と来年度への実践をめ

ざして

以上, 1年女子を対象とした「 活動的な日常着

の製作」の指導実践の概略を述べてきたのである

が,一応実践を終了し,来年度を迎えるという現

時点において,そ こにさまざまな問題がひそんで

いることに気づくのである。ところでその問題と

はどんなものであり, どういう方向において克服

されていかなければならないものであろうか。以

下,二,三の問題について簡単に述べてみたい。

{1)子 どもが現にもっている製作学習分野での技

術や知的理解の実態把握。

この指導にあたり,わたくしは,子どもたちの

現実をただ「 小学校において,エ プロンの製作な

どの平面的な構成の製作しか学習していない子ど

もたち」また,「 ミシン縫いやまつり縫いなどの

技能が充分でない子どもたち」という漠然とした

おさえ方しかしていなかった。このような捉え方

には多少の問題があったと思われる。

技術学習のすじみちは「 子どもが現にもってい

る技術や知的理解をより高次な技術や知的理解に

高めていくこと」にあるといわなけれ ば な らな

い。そのためには指導のめあてをしっかりと樹立

することが大切である。 (学習目標については紙

面の都合で省略)しかし, どの段階の子どもたち

をその目標まで引き上げていこうとするのかが,

はっきりしなくては指導をすすめられない。学習

指導が, ともすると子どもたちの実態把握を軽視

しがちであるところに,観念的,抽象的な押しつ

け授業になりやすく,子どもの質を変革していく

授業にならない原因があると思われる。

この意味で,わたくしは次のような視点からの

子どもの実態把握が必要だったと考えている。

○知識理解 ○技術

①洋服構成に関して   ①巻尺の使い方

②裁ち方

③じるしのつけ方

④縫い方 (待針の打

ち方,なみ縫い,

まつりぬい, ミシ

ンかけ)

⑤アイロンのかけ方

(2)製作学習における技術的実践と理論的知識

学習をどうかみ合わせていくか。

技術的実践と,理論的な知識学習の二つはお互

いにバラバラな形で扱われてはならない。両者は

技術指導の本質の上に立って正しく関連し,位置

づけられることが必要だと考える。「 活動的な日

常着の製作」の指導の「 製作」の段階で,わたく

しはその関連を表 2よ うに構造づけてみた。

ところで,こ のような技術的実践と理論的知識

②布地に  〃

③型紙に  〃

④製作用具に 〃

⑤裁縫 ミシンに〃

⑥縫い方に 〃



表 2 ブラウスの製作における製作活動と知識学習との関連

知識学習 製作学習

①地直し

②裁ち方 と
しるしつけ

③仮縫いと補正

④本縫い

⑤仕上げ

lⅢⅢIIⅢ I‖ |‖ |IⅢ ⅢⅢⅢIIIIII‖ |‖                  !|‖ ‖Ⅲl知 識 学 習

|||IⅢⅢII‖ |IⅢ‖||‖ ||||||‖ ||||‖‖||トーーーーーーーlトー:製作学習

このような関連のもとでの指導をとおして,次のようなことが明らかにされた。

<長 所> <短 所>

①地直し………………………………………………………………〇製作学習を家庭実習にまわ した た
め,理論と実践との統一ができない

面があった。

○科学的な布に対する見方や扱い方……○ある特定グループを共通化して一
②裁ち方 と

しるしつけ

③仮縫いと補正

④本縫い

ができるようになった。

⑤仕上げ …………………………………………………………………・〇アイロンの適温について知識面で

の不足がみられた。
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斉的な知識学習に入るとき,その

学習への興味と必要の盛 り上げに

やや支障をきたした。

○製作一知識一製作 とい う流れのな

かで,製作学習にあてられる時間:

がせばめられ,時間的な不足をき

たした。

学習との関連,いいかえれば,技術的実践の中に

おける理論学習の位置づけは,具体的にどうあっ

たらよいか。斎藤健次郎氏は,現在のところ次の

ような三つの形態が指摘できるといっている。

1.提示における理論を強化し,それが技術的実践

において理解されることをねらう授業。

2.技術的実践の中に理論学習を挿入し,技術的な

ものの同時的な平行学習をねらう授業。

3.技術的実践の段階までを広義の導入・提示段階

とみなし, これらの経験を背景にした総括的段

階において,経験からの理論の意味づけと体系

を図る授業。<「授業研究」1964.9.明 治図書>

なお,氏はこうした関連が「 工学的知識の教授

から技術的実践への展開は,技術学習の正しい筋

道ではない」とし,「技術的実践の中における工

学的知識理解,あ るいは,技術的実践から工学的

知識の理解へというルー トを尊重する」という方
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向において追求されてきていることや,上記のよ

うな三つの流し方の長短が,教材によって異なる

ことを指摘し,それを授業研究をとおして明らか‐

にしていくことの必要を強調されている。

わたくしは,技術・家庭科の指導,特に製作学

習は「 依然としてプロジェク ト・ メソッドの方式

によるもの」とい う立場に従って指導 を組 み 立

て,その中で理論的な知識学習をどう位置づける

か, とい うことを考えてきた。技術の理論を重要

視することの必要がとみに高まっている今 日,両

者の関連は大きな問題であり,プロジェク ト・ メ

ソッドそのものの質的な発展や,教材の構造面か

らの追求などの課題が予測されるであろう。これ

らの点についてもっと理論的に,実践的に研究を

深めていきたいと思っている。

(3)思 考の筋みちと指導の段階をどうおさくか

被服製作学習の指導は前述の通 り, 1導入 2

!ttttttttttttttitttttttttttllIllllllIlllllllllllll



事前研究 3計画・準備 4製作 5総括・評価

という5つ の段階より組み立てて展開をしたわけ

指導の段階とい うからには,ひ とつひとつのス

テ ップが,子どもの思考のすじみちに従って発展

的にとらえられなければならない。「 事前研究」

が「 計画 。準備」の段階へ発展し,ま た,「計画

・準備」の段階は「 事前研究」から「 製作活動」

へのふみ台として位置づけたいとい う意図もはっ

きりすると考えるからである。ところで, このよ

うな 5つ の段階の設定について,わたくしは次の

ような反省をもっている。

①製作活動の段階を知識学習と関連させていく

とい う方向において,も っときめこまかくしてい

くべきではなかったろうか。

機械学習の場合は,本誌 9月 号 (1964年)で述

べたように,も っと細かなものであ った。 つ ま

り,製作活動に当たる部分が「 問題の発見」「 仮

説」「検証」「 一般化」とい う4つ の小ステ ップを

含んだものに設定されていたのである。この点 ,

製作学習の場合はその中核的な部分がやや荒かっ

たような気がする。「 知識学習一―製作活動」「 製

作活動――知識学習一―製作活動」「 製作活動」

とい う三つの形態が,それぞれ具体的にはどのよ

うな段階のもとに指導がすすめられていくのだろ

うか, といったことが,指導の計画や展開におい

てしっか り樹立され,授業を通して検証されるベ

きであったと思われる。

②思考のすじみちに即した指導の段 階 とい う

が,製作学習における思考のすじ道 とは,お よそ

どのようなものと考えられてきたか。

機械学習においても,こ のことは明確であると

はいえなかった。被服製作学習においても,わた

くしはただ漠然と,子 どもの思考発展 の方 向 を

総括・評価

導 入 1事
前 研 究 1計

画 0準備 1製
作 活 動

|

であるが,わたくしは,こ れらの指導段階を次の

ような階段状のステップとしておさえてきた。

「 子どもが現にもっている被服製作についての技

術や知的理解を,よ り高次な技術や失目的理解に高

める」という点においてしか捉えていなかったの

である。では,製作学習における子どもの思考

は, どのような方向へ発展していくものなのだろ

うか。この点は基本的な問題であると同時に大変

むずかしい問題である。

「 中学生の思考過程」 (砂沢喜代次・静大付属中

共著)に よれば,思考の段階は「 感覚的思考」「 概

念的思考」「法則的思考」「 応用的思考」「 実践的

思考」などが考えられている。こうした綿密な思

考形態の分析から,製作学習での子どもの思考の

発展を考えることはできないものか。

ともあれ,わたくしは現在,一応次のようなも

のとして思考発展のすじみちを考えている。

「 一次思考」ということばのもつ一次とはどん

な内容のものであり,「二次思考」とはどんな場

合を指すのかを明らかにし,そ うした思考発展の

方向に即した指導段階を組み立て,具体的な授業

によってそれを検証していきたいと考えている。

(神奈川県相模原市立上溝中学校教諭)



実 践 的 研 究

直晴内茂

中学校の技術教育で,「木材加工」を取 りあげること

については,賛否両論,金属加工 へ の予備的段階とし

て,その学習価値を認めようとするものなど,いろいろ

の立場があり,論議がたたかわされている。いずれこの

問題についても,機会があれば実践家の立場から,自説

をのべるつもりであるが,こ こでは,こ とし私が木材加

工分野の学習で「材料と構造」の一部分として行なった

荷 重 と 構 造

学 習 の 流 れ 導指

1. いろいろ

な荷重

2.荷 重 と構

造

(1)斜 め材に

よる強さ

①構造物にかかる力を何で,

どのように指導したらよい

か 。

②木材の荷重にたいする性質

をどのような教具や実験で

わからせるか。

①構造物に外力を加えた場合

の変形のしかたと,そ の模

型や実物はどのようなもの

で指導するか。

①腰掛は主としてど

んなところからこ

われるのが多いだ

ろ うか。

②どうして接合部だ

け多くこわれるの

だろ うか。

①同じ重量で材料の

長さを 2倍 にする

と。材料のたわみ

は何倍 ぐらいにな

るだろうか。

①垂直材と水平材か

らだけできている

模型に外力を加え

るとどのように変

型するか。

②変形する部分は ど

こか。

①腰掛の破損状態を調べてみる。

接合部の破損

。ほぞが折れる

。ほぞがぬける

。ほぞがゆるんでいる

②腰掛各部にかかる力

座わく
[キロ罰霞り]曲

げ
脚と座わく―せん断力

①たわみの性質

グループごとに実験して,平均値を出

す。 ′=23の価がおおよそ出る。

①垂直材,水平材だけの強さを調べる。

細い角材で下のlA10図 の模型を作り,

a,bの 外力を加える。

②外力を加えて,

する。

(B)

その変形する部先 を確認
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「荷 重 と 構 造」の 指 導

「荷重と構造」の指導についてのべることにする。

正直にいって,学習内容や指導法,教材のとらえかた

など,私自身これだといったはっきりしたものを,い ま

だもつことができないまま,年々くふ うし,実践してき

ており,したがって,その結果は,断片的な もの とな

り,混舌Lを きわめているというのが現状で あ る。 これ

も,その例外ではない。

の 実 践 過 程 表

具  体事前研究における教師の態度 課 題 設 定

(A)



(2)斜 め材を

入れない

で強くす

る。

イ)いろい

ろな接

合法

口)はぞ接

合の力

の関係

②外力によって変形する構造

物を丈夫にするためのくふ

うは,何で,ど のように,

①接合の方法によって構造物

の強弱のちがいがあること

をどのように比較 して指導

するか。

①いろいろな接合の比較では

ぞによる接合方法の強さを

知ったが,その力の関係を

どのような教具で指導する

か 。

③上のように変形す

る構造物を丈夫に

するためには, ど

のようにしたらよ

い か 。

④丈夫にくふ うした

ものは, どんな力

の関係で丈夫にな

るのだろうか。

①接合部に斜め材を

入れないで丈夫に

する方法はないだ

ろうか。

①ほぞによる接合は

どうして強いのだ

ろ うか。

(A)

実 践 的 研

③上の00の ようなものと,ボ ール紙と画

ピンで止めて,丈夫になるようくふ うさ

せる。
ι        α
＼    /

上の図のように工夫するのが多い。

④上のように工夫したものに,◎①のよう

な外力を加える。

③から外力を加えると{1)の 紙はゆがむ,

核)の紙はびんと張る。

◎から外力を加えると(1)の 紙は張り(2)の

紙はゆがむ。

。ゆがむ一一圧縮のカ

。張ったもの一一引張の力

⑤これを紙でなく木で作ったものは曲った

方の紙は圧縮の力がかかり支えとなる。

⑥三角形構造の利用

。建造物 。腰掛,机の例

①いろいろな接合法

A 角材を一本のくぎで接合して強さの

比較をする

B 接着剤で木口接着とこば接着の強さ

を比較する

C 条件によって比較にならないものな

どいろいろと組み合わせて比較する

①くぎによる接合と,ほぞによる接合

②力のかかり方

力点がずれる

θ9

＼ギール√
画ピンで止める

(ほ ぞ ) (接右剤 )

ト



4θ

実 践 的 研 究

②ほぞ接合による力の三角形

の関係を, どんな教具で理

解させるか。

力

点

ノ」

#
③ほぞの力の三角形①次の模型を見て,

Aの ところに力を

加えると,①～⑤

の中の部分に,そ
れぞれどんな力が

加わるだろうか。

②右のようなAの 棒

に力を加えると棒

はどのようになる

か っ

③① と④にはどんな

力が加わるか,次
の模型から考えよ

う。

④右の模型のABぃ
ずれに大きい力が

加わっているだろ

うか。

。力をカロえると曲る。

①が力点

④が支点

。以上が理解できる

解できる。

8ξ
ミヽ尋「三亀ζ諭誌角

形に
(黄 )

曲ったものの上には

引張 りの力

曲ったものの下には

圧縮の力

圧縮の力が働 く

と,② と④はす ぐ理

力の三角形の関係が

あることがわかる。

B面 の木片はす ぐと

れるので,大 きい力

がかかっていないと

メ叫
旨|――O

予
①と②には

1

②と④には

①と④には どんな力がかかるか

③と④には |

①と③には
'①と④については

力

岸



いろい

ろなほ

ぞ接合

と強さ

⑤実際の腰掛やその

他の構造物ではど

のような接合法が

工夫されているか

⑥ほぞ接合した場合

材料そのものの強

さは変るだろ うか

い うことが現象でわかる。

④いろいろな接合

実 践 的 研 究 一
一

隆
ｏψ
苓

③ i73ぞ接合は強くなるが,材
料そのものは弱 くなってい

ることを,ほ ぞ接合の強さ

の関係においてどのように

指導するか。

″
1田 |

影 こ
ie)

⑤穴あけによる材料の強さ

たわみ実験と同じ材料で,適当な穴をあ

けて力を加える。

。折れ易いことを現象的にとらえさせ

る。

以上のことから得られたことは,接合法の工夫や,補

強の方法,種類にだけ終っていたものが,ど うしてその

方法がよいのか, どうして丈夫なのか, と原理的に指導

し得たことである。

力の加わり方においても,単に力の種類や,かかり方

r～――教研レポー トよりヽ 一´ヽ一́̂ヽ´一 レ̂ヽ´ ^～―́ ⌒ヽ⌒́――一―― ～́～ヽヽ́―́―――～―

るという意味だけでなく,学習された「基礎」が問題 ,

解決の場にのぞんだ時,その解決のため思考され,洞
察されて,それに必要な手順にそって着実に転移し発

展するものでなければならない。

現段階では,次の五つの態度 0能力を身につける事

に目標を定めた。
1 創意工夫 (よ りよい構想)

2 能率的・計画的に仕事をすすめる態度

3 材料工具を正しく,理論的に用いる能力

4 安全に留意する態度

5 整理,整頓,反省する態度
2.実践活動をどう考えるか

技術科指導が,製作や操作のための肉体的な活動に

追われ,考察や,思考の伴わない既存の技術の注入や

習得のみにとどまっては,な らないことは,言 うまで

もないことである。

実践活動は,科学的認識や,社会的認識を与えるた

めの教育的手段であり,媒介であると思う。いいかえ

れば,製作や操作など実際に手足を動かして対象をよ

く理解し,認識させて本当の知識の体系の中に正しく

位置づけ,定着させ,次の段階へ発展させるための手

段・媒介としての実践活動と考えるべきである。

したがって,中学校で指導する金属加工 (技術)教育

は,既成の技術への適応や,特定の近代技術に習熟す

の観念的な指導であったものが,力の関係を教具の工夫

によって,原理的に,現象的に指導することに少しでも

近づくことができたことである。

(秋 田県能代市立第一中学校)

基礎的技術・実践活動をどうとらえるか

技術科は「実践活動をとおして,子どもたちに基礎

的技術を身につけさせるものだ」などということがよ

くいわれる。しかし,そ こでつかわれている実践活動

や基礎的技術ということばが示す意味内容については

いまのところ必ずしもすべての人に共通した概念とな

っていない。にもかかわらず,技術科教育を論じる場

合, これらのことばをつかわないで,それを論じるこ

とは,はなはだむずかしい。

そこで,こ としの教研レポートで,こ の問題にふれ

ているのがあるので,そのひとつを紹介しておこう。
1.基礎的技術の考え方

技術科で指導されるべきものは,高度に総合された

技術ではなく,そ うした「技術の基礎」となるものを

生徒の発達段階に即して指導すべきであると考える。

いいかえれば,技術を理論的な知識を中心とした「基

一動̈
一

報
ＥＪの応用，巨

礎

(後略) ―佐賀県一
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機械材料 鋼・特殊鋼・熱処理)の指導
一一理科との関連から一一

{-,xrhlr.rrraH.....r....-Fa.rrr.lrrrr.a\ar..rrrlr!itH'

実 践 的 研 究

守田太

<動機>

機械材料についてかく直接の動機となったのは,本校

では去る7月 下旬に全道視聴覚研究大会が実施された。

それに先きだち5月 に釧路市で研修会が行われ,その時

の公開授業で理科の題材が「鋼とその性質」 (3年生)

であった。鋼とその性質は技術科の 2年の機械材料及び

金属加工の分野と関連がある。技術科でも,ま た,理科

でも,こ の題材は取 り扱われるものであるが,理科との

関連から技術科ではどこまで深めて指導したらよいかと

自分自身疑間に思えたからである。

<釧路市サークルプランと本校プラン>

<理科の授業案>

(題材)4節 鋼とその性質

程 1 指  導

。話 し合い

鋼について知っている事柄を話題と

する

材質について

どんなものに利用されているか

特殊鋼について

どんなものがあるか

どんなものに利用されているか

。実験 と観察

鋼の熱処理について

・ 焼入れ ＼
錬鉄・鋼で熱処理さ

・ 焼なまし―せてみる

・焼もどし/<針 金・ ぬい針>
。映画観覧

鋼はどのようにして作られるか

観らんの仕方について説明

観らんしたことについての話 し合い

。板書事項確認 ノート筆記

次時予告

(目 標)知識・ 理解

鋼にはどんな性質があるか知る。

鋼はどんなものに利用されているか知る。

鋼の製法について知る。

技能・態度            .
グループの一員として正しい実験観察ができ

る。

静かに,画面の要
`点

をとらえながら観覧でき

る。

(評価)事 項

鋼の製法性質 0用途がわかったか。

映画観らん,実験観察を効果的になし得たか

方 法

使 用 教 具

検

証

固くて,ねばりけがあること

炭素含有量によって違 うこと

代表的なもののみ

ニッケルクロム鋼・ 高速度鋼

代表的なもののみ

バスーナーの使い方に気をつける

・ やけど

・ ガスもれ

・ ぬい針をささない

画面の要点をよくとらえ製錬の過程が

よくわかるように

鋼のサ ンプル

炭素含有量表

ニッケル,ク ロム鋼

高速度鋼

水,消石灰, マッチ

ピンセ ッ ト

16m m映写機

フイルム

“日本の鉄鉱"

4f2

認

知

確
認



実 践 的 研 究

ペーパーテス ト (定期)

観察法 問答法

※技術科の授業案は省略する。

<理科の板書事項>
。鋼の性質

固い……炭素の量

ねば りがある

。鋼の用途

かみそ りの刃

ぬいば り

。特殊鋼

ニッケルクロム鋼

高速度鋼

。鋼の熱処理

焼き入れ

焼きなまし

焼きもどし

<技術科の板書事項>
。鉄合金 (Fettc)

<鋳鉄>…炭素量 1.7%以上

。炭素鋼より硬い

。衝撃に弱 くもろくて折れやすい

。ス トーブ,万力

<炭素鋼>…炭素量 1.7%以下

①軟鋼……・炭素量 0.035～ 0.3%

やわらか く加工しやすい

ボル ト・ ナット・ リベット

②硬鋼・……炭素量 0.3～ 1.7%

・ か た い

・ 刃物・ ばね

。合金鋼 (炭素鋼十その他の金属)

①ニッケル鋼 (Fe+Ctt Ni)

・ 金属の質がちみつである

・ 熱膨脹が小さい

・ 標準尺・ 時計材      ,
②ステンレス鋼 (Fe+Ctt Cr+Ni)

・ さびにくい

・刃物

③高速度鋼 (Fe+C+W)
0硬 くて熱に強い

・ ドリル・工作機械の刃物

④マンガン鋼 (Fe+CttMn)       .
・耐寒性

・ ピッケル

⑤ばね鋼 (Fett CttSi+Mn)

・弾力性

・ いすのクッション

(以下熱処理省略)

<疑問点>

① 理科では鋼とよび技術科では炭素鋼といっている場

合,生徒の能力にもよると,思 うが,生徒は同一のもの

をちが うものと考えるのではなかろうか。用語を統一

する必要はないか。

② 次に鋼の用途であるが,理科はぬい針,刃物とのベ

ているが,鋼にも軟鋼・硬鋼があり,こ れによって用

途がちがうのである。理科は間口を広く,奥行をせま

くというのであればわかる気もする。奥行を深く扱う

のが技術科の仕事だからというと自分自身大変矛盾す

るように思う。なぜならば,理科の 1年生で鋼の分野

を学習してきて, 2年生の技術科でさらに深めて学習

するのであれば話しはわかるが,それがまったく逆で

ある。 2年生の技術科で深く学習して, 3年になって

浅 く扱 うのであるから。

③ 炭素鋼を分類するときJIS規格による一般構造用

圧延鋼,機械構造用炭素鋼,炭素用工具鋼などの一般

的な分け方以外にも指導すべきであろうか。又,軟鋼 ,

硬鋼は金属加工の分野で取 り扱うようにして,機械材

料では」IS規格による3つのわけ方を教えるのがよ

り系統性を重視する学習法であろうか。

④ 機械材料を取扱う場合,当然火花実験をするのが正

しいが,火花実験は金属加工の分野で実施するのがよ

いか,又は機械材料の分野でするのがよいか。

(北海道01路 市立弥生中学校)
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実 践 的 研 究

技術科 における電波の指導

小 沢 信 雄

はじめに                      電波の概念はラジオ学習への導入部分で集中的に扱う

電波の概念とか電子の概念の問題を扱 うと,理科が頭  が,更に全過程を通してふれることにした。

に浮かぶ。たしかに電波の性質そのものの追求は,自 然       〔学習計画〕

科学の分野であり,理科などにおいては,正面から取 り    §1.ラ ジオ受信機とは…………・…………・4時

組むべきものと思う。                     1.通 信と電波

理科と技術科との違いは何か。<理科では,電気の性      (1)通 信

質そのものの追求が主となり,技術科では,あ る目的の       (2)送 信機のはたらき

ために,電気の性質を利用するしくみの構成 が主 とな        a.電 波

る。>と 思える。これはラジオ学習の場合,電波をとら        b.放 送のしくみ

えて,音声にするまでの回路を構成することになる。し       に)受信機のはたらき

かし,そ こでは「 とらえようとする電波の性質がこうだ      2.受 信機の種類

から,こ んな回路を構成すればよい」という指導が必要    §2.受信機の回路の回路要素…………… 5時

であると思う。電波をある程度明らかにしておく必要が      1.配 線図

でてくる。                           2.抵 抗, コンデンサ, コイル

現実には,理科学習が技術科学習よりも先行するとは      3.基 本回路

かぎらない。又先行しても,生徒が忘れないでいるとは      4.真 空管

かぎらない。したがって技術科のラジオ学習のどこかで      (1)熱 電子放射

これを指導する必要がでてくる。マックスウエルの数式       (2)種 類と構造

を用いるのはむりだが,実験で実感をもたせたり,電気       (3)整 流作用

力線でも用いて,中学生にこれを理解させることができ       に)増幅作用

ないものだろうか。                    §13.三球受信機の回路構成

1.電源回路…………………………… 4時

1.学習計画                        (1)電 源 トランス

まず,電波を学習過程のどこで指導するかが問題にな       (2)整 流回路

るので,学習計画の概念を書いてみる。              惨)平滑回路

理論的学習では,ま ず,電波をとらえること一一検波       に)部品

すること一一増幅すること一一検波管,増幅管を働かせ       (5)製 作 (a 配置 (D 配線

る必要から一一電源回路,と いう学習系統でもよい。し      (6)点 検と試験

かし,回路をつくり,実験しながら授業する場合に,電      2.同 調,検波回路…………………… 4時

源回路が必要であること。増幅回路や検波回路の動作実       (1)同 調回路のはたらき

験のための電源を得るため,電源回路を先に扱った。         (a共 振
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(blバ リコン

9)検波作用

0)部品

に)製作

(励  `点検

3.増幅回路…………………………………… 4時

(1)増幅回路

(2)部品

に)製作

に)′点検

§4.三球受信機の調整…………・………・。2時

1.調整

2.故障の発見

3。 まとめ

このあとに,発振回路の学習があってもよヽヽ と思 う

が,今回の実践では,教科書の中にある教材を消化する

ことにして,指導しなかった。生徒の手もとにある教科

書は,生徒にとっては,確かな知識のよりどころで あ

る。したがって,教科書を重要視し,使いこなすという

立場で実践した。

2.電波の指導 (§ 1の授業)

電波について,比較的多く取 り扱った導入部分の展開

内容を書いてみス。とくに電波の単元というのは設定せ

ずに,「ラジオ受信機とは」何かの追求の中でとらえた。

§1.ラ ジオ受信機とは

1.通信 と電波

(1)通信

相手に意志を伝達する方法のひとつに話がある。しか

し,遠距離の場合は,何かの手段によらねばならない。

その手段として,電流や電波を用いる。

ア.会話では,信号が空気の振動 (音声波)になり,伝

播する。

イ。電話では,音声波が電流変化になり,伝導する。

ウ。無線通信では,音声波が音声電流になり,更に電波

にのって伝播される。

実験……送信機により通信をしてみる。

信号を搬送するものが,空気の振動伝播,電流伝導 ,

電波の伝播となっている。つまり,電波は信号の搬送を

するものである。

υ)送信機のはたらき

lal電波

ア。発生……雷,電燈スイッチの点滅などで,ラ ジオに

雑音がはいる。

実験……スイッチの点滅で雑音をいれてなる。

送信機で放送してみる。

どのようにして電波が発生したのだろうか。電気力線

によって,電波の発生を考えてみると,次のa～ c図で

示したようになる。

(a)

コンデンサに充電をすると+か ら一に向って電気力線

ができる。

a図では電気力線は下向きになっている。

2枚の板の間を離すと,電気力線は,だんだんはみだ

す。この電気力線は,フ ァラデーが考えだしたもので,

i曳

＼

ハ

１

／
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この線のある場所は,電気力が働くので,電場といって

いる。電気力線は電場の様子を示すのに便利である。

b図 では極がいれかわるので,電気力線の方向が変わ

る。

C図 のように,周波数の多い交流を加えると,電気力/

(d)

電流が矢印の方向に流れるとき指針がキを示すとする。つぎに

(e)

電流が反対になるので指針が一の方に振れる。

線の変化が早 くわか り,前 にできた力線が,新 しくできた

力線に押し出されて,電波となる。低周波では,新 しい力

線が押し出す以前に消えてしまうので,電波とならない

電波には,電気力線のまわ りに,磁力線もできるので,

電磁波ともいわれる。通信に用いる電磁波は電波と呼ば

れている。

イ.電波の波型

この電波のできかたは, コンデンサに加わる電流の変

化と同じような方向に変化してできる。その変化の様子

をグラフに表わすには,d― f図 のように考 え る とよ

い。ただし,磁力線については考えない。図に示したよ

うな電流計を, abc図 に示したコンデンサ のかわ り

に,回路にいれる。 (磁波についてはふれなかった。)

交流では振動する。そこで,針の先にインクをつけて

おき,紙を矢印の方向に30万 km/秒 の早さで引けば,波

型が得られると考えられる。実際に,こ の方法で波型を

書くことはできない。オシロスコープを用いると,波型

を見ることができる。

ウ.周波数…… 1秒間の波の数

周波数の単位はサイクルとぃう。

1000c==lkc    loookc==lMc

高周波……周波数の高いもの (電波)

低周波……周波数の低いもの (音波)

電波は,そ の周波数により各種に分けられ,利用され

ている。 (略)標準放送は 535kc～ 1605kcを用いている。

(b)放 送のしくみ

音声電流 (低周波 )

紙テープ

は電波になれないが,高周波は電

波になるので,音声電流の変化

を高周波電流にのせて,電波と

して出すことができる。 (放送

の実験 )

アンテナとアースがコンデン

サをつくるので,変調した高周

波電流と同じ波型の電 波が 出

る。

旧)受信機のはたらき (3球 )

電波のあるところにアンテ

ナを立てると,ア ンテナとア

ースの回路に高周波電流が流

れる。

ア.同調回路……数多くの放

送局から希

υ・……・j基  さ

ノ・…¨周波数

λ・……波 長

一詈
下―
―
―
‐

30万 km/秒

長(λ )一――
=‐

インク
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望の放送局を選ぶ。

イ.検波回路……選んだ高周波電流から音声電流をとり

出す。

ウ。増幅回路……とりだした音声電流を大きくする。

それをスピーカーで音にする。

工.電源回路……検波管や増幅管をはたらかせる電源と

なる。 (受信実験)

3・ 電波の概念と送信機

この授業では,電波を出してみる実験をした結果,電

波の実感を持たせることができた。教具として,簡単な

発振変調回路をつくり,それに電源回路と低周波増幅回

路をとりつけて,小 さな送信機をつくった。電 源 回路

と,低周波増幅回路は, 3球 ラジオキットを利用した。

発振回路は,真空管発振器を用いた。PTAな どから寄

贈された 5球スパーラジオの周波数変換管を使って,無

線クラブの生徒が製作した。電波法規で許るされる程度

の電界強度の電波を出すものが数種類できた。どれもハ

ー トレー発振器である。もちろん, 3球 ラジオでは,明

確な受信ができないので,受信実験は 5球スパーラジオ

で行なった。

おわりに

電波の指導は,ラ ジオ学習

への導入ばかりでなく,程度

の高い電磁波学習への導入で

もある。しかし,理科で指導

される面も多くあるので,'技

術科では,ラ ジオ学習に必要

なことだけを指導することで

。高周波電流とア

。発振回路と変調

いいような気がする。伝播につ

いて,た とえば,地上伝播,電離

層伝播などのことや,光波,X

線など,電磁波一般 につ い て

は,やはり,理科で指導するも

のでよいと思う。ぜひ必要なも

のは,つ ぎのような もの と思

う。

。電波の発生について

。音声信号の搬送としての

利用

。周波数による特色

ンテナ,ア ース,電波の関係

指導法としては,具体性をもたせることがたいせつで

ある。

そこで,

。電気力線による説明

。送信機の利用

。雑音電波の発生実験

。図式,グ ラフの利用

。オシロスコープの利用など

以上のようなことを考えた。みなさまの御指導をお願

いする。

(岩手県釜石市釜石鉱山中学校)

ぎ
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予・家 庭 科 の 本 質
一―教育現場で考えた技術科の性格一―

加  藤  慶 貞「

1 はじめに (主題設定の理由)

a 昨年度までの研究の成果を第14回集録に 技`術的

実践力、を技術目標と発表した。その理論を深化するた

めに。

b 教科の目標・性格の把握のあいまいさは,指導計

画の作成 0授業展開・評価ひいては教育諸条件の整備等

あらゆる運営に支障をきたす。こうした教育現場の具体

的必要性から。

C 教科書 114か きかえ論 0文部省手引 3訂版の内容

等から技術科の内容がまた変るのではないか? その際

の心の準備にも。

2 研究のみちすじ (性格論の受けとめかた)

現在行われている技術科論を使宜上四つに類型づけ批

判考察する。

a 技術科は,技術学を基幹とする科学であるとする

類型。

問題の系統性からはすっきりし,生徒の認識も科学的

に積みあげられよう。しかし技術学の定義もあいまいな

現在○○工学と名づけられた学問のどのような内容をど

の程度とり入れるか,実践活動は実験型の理科と似かよ

ったものになりはせぬか。

b 実践 (プ ロジェクト)を第一に,活動の中で人間

形成ができるのだとする類型。

実践活動ということはこの教科の特質で大いに結構で

ある。どのようなプロジェクトを持ちこむか,その系統

性,生徒の認識過程にも問題があり,教科の内容より実

践過程に価値を見出すということはややもすると,や り

方主義の技能教育におちいらぬかという危ぐもある。更

に一日に人間形成といっても技術科でになう部分はどう

いう面かということを明確にする必要があろう。

48

C 創造的思考力を養 うことが技術科の主眼だとする

類型。

最近有力な論で,組合教研の長野スタイル,文部教研

の昨年度重要テーマでもあり,妥当性も高いと思う。

しかし創造性をたかめるということはどの教科でもうた

う文句であり,技術科はどうした特性から特にこの主張

がなりたつのかはっきりさせねばならぬ。

d 労働の科学を技術科の中軸にすえねばならぬとす

る類型。

将来何らかの職業を通じ社会に貢献しようとする人間

教育の場として,理念だけでなく実践を通じての労働の

科学を認識するにはこの教科は好適な分野であると思わ

れる。しかし現行指導要領の内容とどう結びつけ,ど う

再編成するか,私の日常の授業から具体案はでてこない。

3 日常実践から考えられる技術科のあるべき姿 (技

術科の性格づけの根底になる考えかた)

文部省の鈴木調査官が,雑誌「産業教育」の中で技術

科は技術学の学問体系によるべきである旨の発言をし,

基礎技術の理論と範囲・程度を加工,機械,電気の各分

野にわたり試案を発表された。それでは私たちは現場で

これらの事がらをどのような考え方で進めてゆけばよい

か,理科的,社会科的に解説するだけでなく技術科とし

ての実践方法があるはずである。

前項の各論と日常の実践から取扱の指針として次のよ

うに考えをまとめてみた。

a 技術は科学に立脚してという場合,科学=自然科

学という考えが先行して社会科学に対する認識がき薄で

はないか。自然の法則を人間のよりよい生活に有効に使

うという立場から,行為の目的性・ 経済性をふまえた社

会科学をとりいれることが重視されねばならぬも



ヽ― ―

n

実 践 的 研 究

技術学の系統性にそっていくという場合,技術科に関

係を持つ技術学のうけとめ方, これに立脚した実際指導

の考え方として,いわゆる機械工学 0電気工学といった

工学と銘打った学問は物理学・力学などと異 り,そ こに

はこれら基礎になる科学に立lllし て,人間の生活を豊か

にするためにという目的性の追求が行なわれ,そ のため

には生産物体及生産過程の,いずれにも安全性,さ らに

は経済効率,美的要因等が当然入らねばならぬ。これを

比較対照すれば,

理科― (自 然科学)一 (物理学)一 自然法則の追求

技術科― (技術学)― (電気工学)― 自然法則の善用

以上のようになり,技術科には社会科学の領域が充分ふ

まえられなくてはならぬと考える。

実際の指導の場において,特に理科学習と教材が交錯

する技術科の電気分野の指導において,それぞれの指導

理念が確立していないと指導の自信を失った り, 教 材

が重複するから省略せよなどと安易に発言したりする。

よく私は原動機学習の例をとって理科との観′点の相違を

発表したが,その要点は理科の指導では,起動力の原理

を理解させるため磁界の中でコイルを回転する形で説明

する。技術科では起動力の原理の上に立って, どのよう

な回転のしくみにしたら,よ り安全に,機械の損耗も少

く,経済効率高く回転力を得られるかを案出するため,

コイルのまわ りで磁界を回転させる理由を導き出す。以

上のようであるが,加工学習における切削理論について,

理科指導と対比させてみれば

理科―切削―くさび斜面・ 力の合成分解・材料の研究

技術―切削―効率・刃物と材料のどちらを動かす方が

安全で経済効率が高いか

それぞれのねらいの要点は上のようであろう。

要するに理科では法則発見に,技術科では法則善用に

という観J点 の相違のあることを指導上はっきりさせねば

ならぬと考える。

b 技術科は頭脳の訓練と共に身体諸器管を駆使して

学習するということに特性を見出さねばならぬ。
1実

験・実習の教育的意義は,どの教科をといわず大き

いが技術科でも実践活動を通じて行 うということを大切

にしたい。知識の定着も身体活動を伴って一層高まり,

更に発展して知識と行為とが遊離せぬということにまで

及ぶ。

C ともすれば,人間疎外の起 り易い近代社会への適

応の中で,技術科は人間に満足をあたえる創造性をのば

し得る分野を広範囲に,し かも極めて素ぼくな形として

持っている。この点を大切にしたい。

技術科の中の倉1造性という場合, ともすると製作実習

における製品の機能的 0美的な面としてとらえ易いが私

はこうした静的にのみおさえず,更に創造の範囲を動的

な面にまで拡大して,製作の過程 (た とえば作業順序・方

法等)に まで及ぼしたい。こうすることによって機械・電

気の分野においても充分創造性が発揮できるのである。

4 技術科の性格をこう考える (基本的な考え方の関

連性と組み立て)

a 技術的思考力について

技術科を創造的思考力を高めることを主軸に推進する

という立場の論については前項でのべたが,私はここで

技術科の基礎になる数学・理科,技術の隣に住む美術科

等と違った創造的思考力を考えたい。

それは理科の実験は真理を追求するために条件を整備

すればよいであろうが,技術科の実践活動はその考案・

設計の段階から製作・操作・評価に至るまで,安全性 0

経済性更にそのものの人間生活への価値等目的性をも含

めた諸条件まで考慮しなければならぬ。この自然科学の

法則適用にあたって社会科学の関係要因をからませて思

考させる。これを技術的思考とよぶ。

b 実践力の根元はなにか。

人間の行動を適正にするため学問知性の必要は充分解

るが,知性と行動はしばしば遊離する。私はかつての生

活指導の研究で,生徒の知識と行動を結びつけるために

はその情的な面の陶やが必要であるという結論を得た。

日と耳だけの学問はインテリは作っても,実行力ある人

間を作るという点で疑間が多い。この点技術科では,手

足をはじめ身体全部を使って学ぶという形をとるため,

極めて強烈に生徒の心情までゆさぶり,自 ら延長授業を

望むという形にまでなる。こうした恵まれた特性をもつ

技術科では目標を思考に止めず,実行力まで含めた陶や

を問題としたい。

C 技術的思考力との結びつきをこの教科のねらいと

したい。

生徒は技術に系統性があろうがあるまいが,そ の実習

で図をかき,物を作 り,機械を操作し,よ ろこんでやっ

てみようとする。これは知識が,全身機能を働らかせる

ために起る心情陶やと相まつて,創造活動という分野に

おいて一層拍車をかけられる。この行動もあるがままで
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実 践 的 研 究

は野蛮人のそれで,文化のたかまりはない。この行動力

を,技術的思考力でチェックすることによってはじめて

技術も高まり,教育としての価値も生じる。

この技術的思考力と実践力とを結びつけたものを
｀
技

術的実践力、とよび, これを陶やすることを技術科のね

らいとしたい。

社 会 科 学
性

陸

性

的

済

全

日

経

安

学
　
則

科

法

然

然

自

白

動
　
び

動
　
や

活

陶

身
　
情

全
　
心

人肩
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造 活

造 の 喜

技 術 的 思 考

技 術 的 実 践 力

(技術科の目標)

(愛 知県南設楽郡作手中学校)
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― ― 一 授 業 の 記 録

〔今までの授業の経過〕

けい光燈がどのような部品で構成されてい るか を調
‐べ,その一つ一つの部品の働きを調べ る。つぎに,回

_路 の組立てをさせ,点燈さ̀せ る。組立てたけい光燈につ

いて,電圧と`電流を測定させる。電圧については,安定

器とけい光放電管の両端で電圧が分害lさ れること,電流

損l定では,短絡電流 と放電中の電流 とのちがいを知 り,

電圧×電流が電力にならないことに気づかせる。

〔ねらい〕 けい光燈の電力が電熱器具などの場合とち

がって,電圧×電流に合致しないことに気づかせ,力率

について考えさせる。

〔授業の条件〕 3年男54名 , 6人 グル‐プ,50分。

〔展開〕

○教師 :前の時間に電圧と電流を測定し,整理してもら

いましたが,き ょうは,その測定値をもとにして電圧と

電流,電力の関係について調べてみましょう。

○教師 :ま ず電流に目を向けてみましょう。けい光燈の

放電中に流れた電流は,10Wの もので0.23Aで したね。

今までに学習した白熱電球や,電1熱器具を負荷にした

j場合と比較してどうでしょうか。

これらカミ,も し10Wの ものだとしたら, どのくらいの

電流が流れましたか ?

.●生徒 :0・ lAです。

○教師 :そ うですね。ところが,けい光燈では同じ10W

で0.23A流れましたね。これは
詈差

の値よりもだいぶ多

いですね。これは,けい光燈の回路には,電球や電熱器

具などの中には入っていない部品が入っているtせいなん

です。

何だと思いますか ?

.●生徒 :安定器です。

○教師 :そ うですね。安定器が入っているから,電圧の

合計が電源電圧に合わなかったり,電流が普通より多く

流れたりするんですね。

t●生徒 :ど うしてですか ?

○教師 :安定器が部品として,ど んな働きをしたか思い

だしてください。安定器は前に学習したように,交流に

対しては,たえず逆起電力がはたらくので,抵抗ににた

性質を持つことを実験しましたね。この性質を自己イン

ダクタンスといいますが,イ ンダクタンスを持っている

回路では,電圧 と電流が同じように流れないで,電圧 と

電流がずれて流れるんです。

普通抵抗だけの回路の場合には,次の図(1)の ように
,

電圧 と電流 とが同じように流れます。ところがコイルの

ような交流をさまたげるものが入って くると,電流が電

圧よりもおくれて流れる性質があるんです。このような

ことを位相 といいます。ところが(1)(2について電力を考

えてみると,電 力=電圧 ×電流であるから,(1)の 場合に

は電圧 ×電流はそのまま電力となるわけです。

ところが(aの 場合には,電圧 と電流は打ち消し合 うの

で,全体 としては電力は実際の電圧 ×電流 よりも少なく

なるんです。このように実測した電圧 と電流の積をみか

け上の電力として皮相電力といい,こ れがほんものの電

力とちが う割合を力率 といってお ります。

電力=電圧×電流となる

(1)抵 抗だけの回路
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電力=電圧×電流×力率となる

(十 )の半波は電源から負荷に電力を供給し,

(― )の半波は負荷から電流に電力をもどす

と考える。
'菫

起電力は電流の変化率の最も

はげしいところが大きい。

(2)コ イルだけの回路

だからけい光燈のように,回路の中に安定器 (イ ンダ

クタンス)が入って くると,力率を考えないと,電 力の

計算ができなくなります。電力=電流 ×力率。

けい光燈には,安定器に力率が書いてあ りますので,

観察してノートしておいて下さい。

●生徒 :安定器の銘板をみてノートする。

○0 10W 螢光燈安定器 (屋 内用)

定格電圧  100V 定格周波数 50～

定格電流 0.23A 電力損   3W
短絡電流 0.35A 力率    57%

○教師 :そ こで,次に今までの説明をもとにして,実際

の測定値を公式に代入して,計算が合うかどうかためし

て下さい。

●生徒 :計算する。100V× 0.23A× 0.57=13.1lW。

先生 !13.1l Wと なりましたが,こ れは実際のものとは

少しちがうようですが ?

○教師 :よ いところに気がつきましたね。ところがこれ

でよいのです。なぜかというと,銘板の中に電力損3W

というのがありましたね。これは安定器で 3Wの 電力を

消費するということで,10Wの螢光燈というと放電管が

10Wで ,その他に安定器の3Wを入れて,全部で13Wく
゛

らいを示すことになるわけです。だから3Wを 引 け ば

10.11と なって実際にきわめて近くなります。

●生徒 :先生質問がありますH

今までの説明で,けい光燈の電力は力率を考えなけれ
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ばいけないことがわかりましたが,実際に電流を浪1定 し

たら,100Vと 0。 23A流れたわけですから,電力の消費|

lまや |よ り23Wの値を示すと思いますがどうですか ?

○教師 :こ れも大変よい質問ですね。そういう疑間は当

然でてこなければいけない。ところがみかけ の上で はf

100Vで 0.23A流 れていますが,こ れがずれて流れてい

るわけです。そこで積算電力計の方は,力率を計算に入・

れたW数が計器の目盛に示すようにできているんです。

だから実際に積算電力計を接続して一定時間内における

回転数から電力を測定してみると約13Wを示します。

今日は少しむずかしかったと思いますが,交流回路にコ

イルが入った場合には,電圧,電流の測定値や電力の関 |

係は,力率を考えなければならないことがわかったと思

います。

〔反省・問題点〕

授業の途中からくいついてくるものと,学習をなげる

生徒とが三分されてくること力`わかった。やはり,中学 I

生では理解が困難なのかもしれない。例年,かなり電気

の勉強をしている生徒でも,位相を理解することはむず
:

かしいし,説明する方も,電圧と電流がこのようにずれ

ているんだと図の上では説明できても,実際に「電圧よ

り電流がおくれて流れるとはどういうことですか」 ?

と聞かれると,ど う説明してよいかわからなくて困る。

したがって,こ こでは抵抗だけの回路と,コ イルが入 _

った場合とは,測定値がちがってくるということ,逆に

測定値がそのまま法則に合わないのは,コ イルに原因の '

あることに気づかせれば十分であると考える。

ぁとでこの問題についてテストをしたが,原因として

安定器を選ばせる問題 と,測定値を与えて計算させる間 |

題 とは,いずれも70%近 いできであった。ただし,計算

問題については,式に代入して計算し,答を出すのはか、

んたんであるが, どの程度理論的なうらづけを持ってい

るかとなるとはなはだ自信のないことである。

この授業では,先に電圧と電流を測定させて,力率を

考えさせたが,電力を測定させて力率を計算させる方法

でもよい。時間があれば,電力の測定もぜひやらせてお

きたいところである。

また位相の説明としては,オシログラフを用いて,波 :

形をみせる方法もあるし,けい光燈を点燈させておき,

安定器の位置に抵抗を接続し,そのまま安定器の接続を

はずして,電力のちがいをみる方法も理論的には可能で

あるが,時間の関係でできなかった。

(東京都葛飾区立堀切中学校)
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ソ連 邦 の後 期 中等 教 育 における

職 業・技術 教 育 (41

以下。

②機器製作,ラ ジオ技術,通信,生産オー トメ化,動

力工学,建築,機械製作, 製材, 木工, 地質学, 測地

学,マ ッピング,水理学,気象学,農業,看護学,産科

医,演顔1,応用芸術の専門については一-3年半以下。

③財政・経済, 統計, 図書館学, 文化・啓蒙, 法律

学,編集,薬学,体育とスポーツ,医学 (数種),日 用品

と食料品の生産の専門については一-3年以下。

④師範学校については一-3年以下。

ただし共和国 (地方・州)の民族語とロシア語を教え

る師範学校では 4年以下とすること。

⑤夜間制・通信制中等専門学校では, ソ連邦国家計画

委員会の承諾をえてソ連邦高等・中等教育省がそれぞれ

6ヵ 月間だけ教育期間を延長する。

(1)テフニクムの教科プランとプログラム

lAl理論的教育

①一般教育科目群一一この科目群にはソ連邦史,ロ シ

ア語とロシア文学,経済地理,数学,物理学,化学,外

国語,体操などがある。

②一般技術科目群一一この科目群は製図,力学,電気

工学,機械学,金属工学などからなる。

③専門科目群一一この科目群にふくまれる教科日はそ

の専門によって相互に著しい相異がある。

④すべての専門に共通に体育の時間が設けられている

(体育の配当時間数は理論的教育総時間数の 6～ 8%を

占める)。

以上の理論的教育全体の配当時間数を100と するとき,

個々の科目群にたいする配当時間数は専門によりわずか

なちがいはあるが,例示すればつぎのとおりである。

①機械製作テフエクスでは,一般教育科 目一-36.9

勉森杉

中等専門学校における職業技術教育

前号で紹介した職業技術学校がソ連邦の生産企業体に

必要な初級熟練労働者を養成するとすれば,中等専門学

校は中級熟練資格の専門家を養成することを目的として

いる。この中等専門教育機関にはテフニクス,その他の

'中等専門学校があって,こ こでは生産企業体の必要とす

る中級専門家のほかに,職業技術学校と異なって,も っ

と広い範囲の専門,すなわち人文・社会科学,体育,教

育,医学などの専門家の養成が行なわれており,現在こ

の種の学校は 8年制学校卒業者を選抜試験によって採用

している。1964年 ,こ れらの学校数はソ連邦全上ですで

に3625校 に達し,そのうち主なものをあげれば,1184校

`は工業と建設関係のテフニクム, 680校 は農業関係のテ

フニクム,580校は保健関係のテフニクム,450校は師範

学校である。ここに学ぶ生徒数も年々著しく増加して,

■965年 には, 350万名に達するであろうといわれる (こ

のなかには夜間制・通信制中等専門学校在校者 182万名

がふ くまれる)。

これらの中等専門学校における生徒の教育期間は,近

年 4～ 6ヵ 月延長されて, 3年ないし5年に な って ヽヽ

た。それは,労働訓育が本質的に実施されなかった 7年

制学校の修了者が,か なりの比重を占めていたからであ

る。しかし最近では中等専門学校に生産作業の経験をも

つ生徒が多く入学するようになり, 8年制学校の修了者

も増してきたので,1964～ 65学年度からこの教育期間を

短縮するべく, ソ連邦共産党中央委員会とソ連邦内閣は

≪高等・中等専門教育を有する専門家の教育期間とその

利用の改善にかんする≫決定を採択するにいたった。す

なわち,こ の決定にもとづいて中級専門家の教育期間は

つぎのように改正されたのである。

①鉱山,冶金,化学,運輸の専門については一-4年
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%,一般技術科目一-18.9%,専門科目一-38.4%,体

育一-5.8%。

②鉱山・冶金テフニクムでは,一般教育科目―-35.0

%,一般技術科目一-19.1%,専門科目一-39.7%,体

育一-6.2%。

③軽工業テフニクムでは,一般教育科目一-39.9%,

一般技術科目一-23.5%,専門科目一-29.6%,体育―

-7.0%。

その他の専門について理論的教育の科目群別配当時間

数を例示すればつぎのとおりである。

①ォー トメーションと遠隔操縦装置生産テフニクムで

は,総時間数3024時 間,一般教育科目一-1324時間(43.

8%),一般技術科目一-404時間 (13.4%),専 門科目―

-1296時間 (42.8%)。

②金属の冷間加エテフニクムでは, 総時間数 3008時

間,一般教育科目一-1280時間 (42.5%),一般技術科目

一-700時間(23.2%),専 門科目一-1028時間(34.3%)。

理論的教育に配当される総時間数は専門により,教育

期間によりかなりのちがいはあるが,工業,技術系のテ

フニクムではおよそ3000余 時間である。しかし前にのベ

たソ連邦共産党中央委員会とソ連邦内閣の決定によって

中級専門家の養成期間が短縮されたので,テ フニクムの

教科目にたいする配当時間数に相当大巾な修正を加えね

ばならなくなった。現在,どの科目群の配当時間数を削

減すべきかについて,はげしい論議が展開されている。

たとえば一般教育にたいする配当時間数が概して専門科

目の時間よりも多いが,前者の時間数は,個 々の科目別

に検討するとき, まだ短縮の余地があるので, これ を

900～ 950時 間まで縮少し,後者の時間は,実際に必要の

ない,難解な理論の部分があるので,こ れを削減して,

専門科目の時間を 900時間まで縮少すべきであるという

意見もある (≪中等専門教育≫誌1964年 7号参照),が ,

この提案にたいしては多くの反対論も出ているようであ

る。今後,論議と実験の段階を経て教科プランとプログ

ラムの改訂がなされるまでには,し ばらく時日を要する

ことであろうc

O実習

実習にたいする配当時間数は専門によってかなりの差

がある。たとえば,機械製作テフニクムでは実習の時間

数は理論的教育の総時間数の平均25～29%でぁるが,鉱

山,冶金テフニクムでは34%,軽工業テクニクムでは35

%である。

①実際的作業

テフニクムの生徒は,実習プログラムにしたがって専
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門とする主要職種の実際的作業の技能を習得して,中級

熟練資格の労働者に課せられた要求に一致するグレー ド

を獲得する。実際的作業はふつう,学習工作室,学習作

業場,学習農場で行なわれるが,専門によっては直接企 :

業体,学校,医療機関,そ の他の施設で実施される。

②生産実習

生産実習のプログラムは,生徒が中級熟練資格の専門:

家に課せられた要求に一致する専門の職業技能 を習得 .

し,進歩させることを規定している。すなわち,教科プ

ランのすべての要求を満たし,国家試験に合格し,ま た

は卒業設計に合格した生徒には,その専門と修得した熟 :

練グレー ドを明示した当該中等専門教育機関の卒業証書 :

が援与されて,生徒はそれぞれ機械技手,工学技手,電 _

気工学技手, 設計技手, 建築技手, 測地技手, 農業技

手,畜産技手,会計係,商品係,財務係,統計係,企画
‐

係,看護婦,教師,芸術家,監督,文化啓蒙員などにな

るのである。また生産実習は,学習すべき専 門 に よ っ

て,それぞれ直接企業体,農場,文化・教育・保健の諸
:

施設で実施される。

このような理論的教育と実習における課業継続時間は

1日 6時間以下, 1週に36時間以下と定められている。

(2)テフエクムにおける職業技術教育の実際

以上にのべた教科プランとプログラムにしたがってテ

フニクムでは職業技術教育が実際にどのように行なわれ

ているであろうか。具体的な教科目一一 とくに専門科目

の一テーマをとりあげて,それが, 日進月歩の科学技術
‐

に適応してどのような教授方法によって教えられている

か一一ある学校の実際例にもとづいて教授法を中心に,

つぎに検討しよう。

<モ スクワ機械工具テフニクムの例>

このテフニクムで専門科目担当教師Y,B,マ イズリ

シが≪公差,はめあい,技術的計沢I≫の科目の授業を指

導したとき,その教授法に根本的改革を加えたケースを

例として引用することとする。

≪公差,はめあい,技術的計測≫の科目に教科プラン

で配当される時間数は, 100～ 120時 間から64～40時間 :

(こ れには20時間ないし10～ 7時間の実験室作業をふく

む)ま で短縮されたが,教材の量は公差の方式の拡充と

改善,新国定規格の施行と旧国定規格の訂正などによっ

て不断に増大している。その上,機械化生産とオー トメ

化生産の量の急激な増大は専門家たちにたいして公差 ,

はめあい,技術的計測の領域におけるいっそうしっかリノ

した,深い知識を要求するにいたっているc



このような諸条件は≪公差,はめあい,技術的計測≫

の科目の教授法の根本的改革を必要とすることをマイズ

リシ教諭は強調するのである。

教材は,生徒がおのおのの授業で一定の実際的技能を

習得すべきであることを考慮して計画されている。しか

も主要なこと,同教論の見解によれば,それは直接教室

内で必要な知識と技能を習得する可能性を生徒に保証す

ることである (公差にかんする参考文献を利用し,公差

とはめあいを選択し,計算し,工作物の計沢1をするなど

の技能)。

圧倒的多数の実験室作業の目的は,従来のように,計

測器具とその使用方法を学ぶばか りでなく,実際の生産

的部品の合格について結論することがある。

プログラムの主な章には,そのテーマについて学ぶ授

業の終 り,ま たは次回の課業で行なうべき10～ 15分の検

査作業が 8～ 10題ずつもうけられている。この作業の大

部分は実際の生産的課題を解くさいの生徒の実際的技能

を明らかにするものでなければならない。検査作業と図

解作業の結果によって学期の評価が記録される。という

のはこの科目の試験は教科プランで定められていないか

らである。

教師はまず第一に,各テーマごとに学習すべき教材の

量を決定し,授業ごとの詳細な計画を作成しなければな

らない。この系帥いの注意を要する,労力のかかる作業は

今後,プ ログラミング学習への移行時に活用される可能

性がある。授業ごとの計画を作成するばあいには,専門

家養成の対象となる生産部門の特徴とプログラムの要求

を結合しなければならない。たとえば,こ のモスクワ機

械工具テフニクムでは,テ ーマ別の教材の量と内容は,

テフニクムの卒業生の多くが就職している工作機械製作

工場とCKB(専 門設計局)の要求によって決定されて

いる。

授業数によってプログラム全体が 31部に分かれてい

る。さらに教師は,授業ごとの計画にもとづいて,参考

文献, ソ連邦国定規格,その他の指導教材の目録を決定

する。すべてこれらの教材は,生産場やCKB(専 門設

計局)で使用されているものに類似していることが望ま

しい。参考文献の部数は 1～ 2名の生徒に 1部ずつとい

う計算で数えられるが,検査作業のときにはおのおのの

生徒に 1部ずつ当るようにする。

授業で教材の説明をするときには視聴覚教具と技術的

教育手段をなるべく多く利用しなければならない。同校

には,プ ログラムのすべてのテーマについて,技術的創

造性を発揮させるために生徒につ くらせたあらゆる必要

な道具・視聴覚教具,多数のポスターがある。例題の解

決過程,検査作業の仕上げなどを示すポスターもある。

これらの教具はテーマの学習期間中講義室に掲 示 され

る。映写機やスライ ドもある。

以上にのべたのは教授法の概略であるが,こ こでマイ

ズリシ教論はこの科目の教授法について具体的な例をあ

げてつぎのように検討している。

テーマ≪公差とはめあいの方式≫の学習には 8～ 10時

間が配当される。このテーマで学習すべき教材の量の決

定にさいして,教師はつぎのような問題に注意する 。

①機械製作の今後の技術的進歩にかんする党と政府の

決定における公差の役割と意義。

②公差の方式, ソ連邦国定規格7713-62。 公差方式構

成の主要原則。

③穴とシャフトの公差の方式。公差方式選択の技術的

・経済的前提条件。方式の主要部品と副次的部品。

方式の主要部品の公差フィール ドの図示。

④公差の単位。部品の直径と公差の大きの依存関係。

⑤精密度の等級。各種精密度等級の穴とシャフトにお

ける公差単位の割当て。精密度の各種等級の採用分野。

⑥精密度の等級別はめあいの割当て。各種はめあいの

採用分野。

教師は授業テーマについてばか りでなく,学習の結果

生徒がどんな知識と技能を習得すべきかを,生徒に説明

する。

つまり,公差とはめあいの方式の学習の結果,おのお

のの生徒はつぎのことを知らなければならない。

①公差とはめあいの方式の主要構成原則。

②公差方式の精密度の等級とその採用分野。

③精密度 1級 , 2級, 3級の選択すべきはめあい (暗

記すること)。

④各種はめあいの採用分野。

生徒はまたつぎの技能も習得しなければならない。

①口頭課題によって図面にはめあいの記号をかき入れ

る技能。

②接合または部品の図面ではめあいの記号の意義を説

明し,いかなる表 (公差の方式,精密度の等級)か ら偏

差をかきぬくべきかを指示する技能。

③あたえられたはめあいにかんする一覧表から部品の

偏差をかきぬき,公差のフィール ドをつくり,はめあい

(遊び,引張 り,方法の限界値と平均値)を計算する技

育ヒ。

④工作機械のごく普及した節のはめあいを きめ る技

育ヒЭ



知識の習得,技能の形成に役立つのは,多数の練習問  スターに示されたような様式に答案用紙をつくる。

題,例題を生徒にやらせることである。          検査作業の内容例とその遂行順序。

部品の図面ではめあいと偏差の記号の例題が検討され

る (部品の略図を用いてやる)。 全部で 10～20種類であ

る。たとえば,30Aま たは30A(+o.023),20H,25A4

『 lli):OilLiliti:;峰

'0:な

ど∫

車8:l♀ :り
, 20C(一

各種組合せの図画を用いてはめあいと偏差の記号の例

題が研究される (機械や工作機械の各種節の略図が使用

される)。 全部で6～ 7種類ある。たとえば,

30会,20暑,唱,25午,o5寺,40

∞
珊

。

(-0。 250)

ある寸法のためにCAと 一CBの精度 2級のあらゆる

選択すべきはめあいの計算が行なわれる。これにはつぎ

の作業がふくまれる。

あたえられたはめあいの部品の偏差の決定,こ のはめ

あいの部品の公差フィール ドの構成,部品の限界寸法の

計算,遊びと引張 りの限界値と平均値の計算。精度 1級

と2級のはめあいの分析が行なわれる。

教師は黒板で例題を解 く。参考一覧表の使用法 を ガ

す。その後グループの生徒に同じような例題を自主的に

解決させる。その後 3～ 5分たってから,あ る生徒を黒

板の方へ呼んで例題を解かせる。作業中に教師は主な解

き方を確実化するために席からその他の生徒 に質 問す

る。そのさい,例題を解 く過程が示されているポスター

が利用される。自主的にやらせるための例題の数は教材

の複雑さ,その教材の習得程度によって左右される。

労力を要する検査作業の準備のために宿題 が 出 され

る。グループのごく含ヒカある生徒たちは,あ らかじめ教

師と相談して,後れた生徒を助ける。教師は,全生徒ま

たは圧倒的多数の生徒が教材を習得したと確信してはじ

めて,検査作業が実施される。

テーマ≪公差とはめあいの方式≫の検査作業はつぎの

点を明らかにするものでなければならない。あたえられ

た方法とはめあいの記号にしたがって部品の偏差を決定

するために参考文献を利用する生徒の知識ばか りで な

く,技能をも明らかにし,はめあいの遊びと引張 りの計

算技能および国定規格にしたがった継手の組立図と個々

の部品の図面上にはめあいと偏差の記号をかきこむ技能

をもつことを明らかにしなければならない。

検査作業中に生徒は自紙と参考書だけを机上におく。

教師が準備した個人課題を配布するあいだに,生徒はポ
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のはめあいを講せよ。
答

1・ 共役部品の偏差。

穴 40A3(+0.050)BO+0.050

HOo
シャフ ト竜磁

    (車 &l♀:)F18:18il♀ :II11

2.公 差フィール ドの図式Э寸法lmm:2m K(図 式

がかかれる)。

3.は めあいの性格。固定はめあい。

4.は めらいの計算。

H大 =0。 165m m   A大 =0.050m m

H小 =0.115m m   B大 =40。 165m m

H平均=0.065m m  B小 =40.115m m

A大 =40.050m m  B大 =0.050m m

A小 =40m m
5。 図面におけるあたえられたはめあいと偏差の記号

魏

φ40■ 3

魏
または

|

φ4043(+0050)

φ40■P33

φ4011133(童 ::電

または

φ4」 車I龍



―一組合せ,穴,シ ャフト(前図参照)。 この問題につい

て生徒は接合,穴,シ ャフトの線図をかき, ソ連邦国定

規格にしたがって記号を記入する。

すでに指摘したように,実験室作業は実際の生産的部

品の合格について結論をだすために行なわれる。部品は

学習・生産作業所または後援企業体の工場で受領する。

実験室作業のための課題にふくまれる部品の合格決定

の必要についての要求は,生徒の責任感を高め,計沢1器

具とその使用方法ならびに工作物の計沢l法 の深い習得・

利用に役立つ。

採用される方法のもう1つの特徴は計沢1手段の選択の

根拠にある。一定の条件にもとづいて (計沢lす べき工作

物の精度,計測手段の誤差,経済性など),生徒に計測器

具を選択させる。

実験室作業実施方法の例。

テーマ≪検定器具による偏差
`点
検用器具≫の実験室作

業は精密な円筒外面の計沢l法 を生徒に教えることを目的

としている。ある作業の内容は,生徒が栓ゲージP―Π

P45Aの 実寸法を沢1定 して,その合否を結論することで

ある。

実験室作業を実施するためにおのおのの作業席に必要

な参考一覧表 (公差とはめあい,平滑ゲージの偏差一覧

表,計沢1器具,ブ ロックゲージの選択用補助一覧表),計

測器具,長 さのブロックゲージ,その他の材料がくばら

オtる 。

授業のはじめに生徒は実験室作業の遂行方法を学ぶ。

遂行方法には実験室作業の目的,その内容と遂行順序が

示されている。

生徒は標識のついている栓ゲージを注意深 く観察し,

栓ゲージの用途を判断して,つ ぎのような結論をだす。

これは寸法45の 2級の基礎穴の計測用の通過式作業ゲー

ジであると。

その後,平滑ゲージを用いて公差から栓ゲージP一Π

P45Aの 偏差をかきぬく。すなわち,

BO+0.0055m m,製 作の公差0.004。

HO■ O.0015rn rn。

摩耗の限界偏差は 0.003m mで ぁる。摩耗の公差は 0.

0045rn rn      。

前述の教授法に挿入された一覧表によって計沢l器具を

選択する。公差0.004の ゲージの測定のためにはつぎの

ものが紹介されている。すなわち目の値 0・ 001m mの ミ

ニメータ (計測の限界誤差±0。 7mK),垂直オプチメー

タと水平オプチメータ (計測の限界誤差±0.5m K)。 生

徒は紹介された器具 (ミ ニメータ,ォ プチメータ)の 1

つを選択する。その後計器を 0に整する。そのために精

度の等級とブロックゲージの等級を一覧表によって選択

する。ブロックの寸法は栓ゲージP一Π P45Aの公称寸

法に等しく,す なわち45m mに とる。ブロックの組成が

決定される (2つの尺度,40m m+5m m)。 尺度を調整

して, ミニメータを 0に合わせる。

その後生徒は 3つの断面と各断面の 2方向の計沢1をす

る。測量図をえがく。

最後に生徒は実験室作業について報告をかき,ゲージ

の合否について結論を下す。ゲージP― Π P45Aの計測

時におけるミニメータの示度 (単位mm)は報告のつぎ

のような一覧表に記入される。

菖E21寺絵βブ
}1定

方向軸 に 垂 直 な 断 面
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“ ll障田雄鋼柑器1
ブロックゲージからブロックの寸法を計算す るば あ

い,生徒は栓ゲージのいろいろな断面の直径の寸法と正

しい幾何学的形態にたいする偏差,す なわちだ円形度,

円すい度,た る形度の偏差を計算する。そのばあいつぎ

のような示度をうる。

ゲージの最大寸法―-45.0010

ゲージの最小寸法一-45.0000

だ円形度―-0・ 0005以 下

円すい度一-0・ 001以 下。

計測時にえた栓ゲージの寸法を国定規格によるそれぞ

れの許容限界寸法と比較するとき,合否にかんする結論

がえられる。栓ゲージは,そのようにしてえた寸法のい

ずれもが国定規格に定められた限界を超えなければ,合

格と見なされる。

前述のケースで合否の結論はおよそつぎのようにして

作成される。すなわち,ゲージの最大実寸法は最大許容

寸法 (45.0055) ょりも/」 さヽい。 最/Jヽ実寸法ケま最/Jヽ許容

寸法よりも0.0015m mだけ小さい (45.0015-45。 0000圭

0.0015)。 このことはゲージの部分的摩耗を立証するもの

である。摩耗の大きさは摩耗公差の%に 当る。すなわち

0.0015  1
0.0045  3o

結論。ゲージP―Π P45Aは作業用ゲージとして使用

することができる。

作業用通過ゲージは摩耗公差の %の摩耗後,検査員

(技術検査課の職員)に ヲ|き わたされる。

そのばあい寸法は 6Юm5-響 _44郷5に達



している。

ただし,45.0015mmは 栓ゲージの最小限界寸法 ,

0.0045mmは摩耗の公差〔+0.0015-(-0.003)〕 。

≪公差,はめあい,技術的計沢1≫の科目のこのような

教授法を採用した結果,モ スクワ機械工具テフニクムで

は良好な成績をあげることができたことを,マ イズリシ

教諭は強調している。

*       *       *

以上 4回にわたってソ連邦の後期中等教育における職

業技術教育にかんする簡単な紹介をしてきた。残 るは

「個人別・作業班別教育」と「夜間 (定時制)中等普通

教育」についての紹介であり,こ の紹介で後期中等教育

の段階は完了するわけであるが,こ れらの教育は各企業

0工場に付属した夜間 (定時制)学校,あ るいはいろい

ろな形で企業が行なう講習会で実現されている。いうな

らば,企業内訓練または大企業付属学校での教 育 であ

り,したがって職業教育の内容も,その教授法も多岐多

様である。あるいは標準教科プランやプログラムが定め

られているかもしれないが,確かなことはわからない。

それ故に,こ こでは一応,後期中等教育についての紹介

声――教研レポー トより～ヽ́´̂～ ― ―― ――´
―

       ´̂―^― ^ン｀́

をうち切らせてもらって,現在のソビエ トの技術教育で

もっと論議されている問題に今後ふれてみたいと思 う。

現在, ソ連邦の教育制度は,本誌の昨年12号に掲載さ

れた「労働・総合技術教育の新段階 (ソ ビエ ト)」 でも

紹介されたように,ま た本紹介における中等専 門学 校

(テ フニクム)の修業年限短縮でも見られるとおり,実

に目まぐるしく変動している。これは,も ちろん, ソビ

エ トの教育界だけに限られた現象ではないであろう。

とくに,科学,技術の急速な発展は,教科目の内容ば

か りでなく,教授法の面にまで変革をもたら しつ つ あ

る。最近, ソ連邦から入手される教育雑誌で目につくの

はプログラミング学習の記事である。 8年制学校でも,

中学校でも,職業技術学校でもプログラミング学習を導

入する動きがある。もちろん,こ のような傾向にたいし

て反対する立場をとる教師もないではない。力`ソビエ ト

の文教当局はプログラミング学習の推進と普及に努力し

ているのが現状である。したがって,次号からは,「 ソ

連邦におけるプログラミング学習」について,と くに技

術教育の面を中心として紹介したいと思っている。

践力と創造力とを一般教養として,すべての人間に身

につけさせることは,人間性の回復と高揚のために必

要なことである。 (略 )

生産的実践 (労働)は人間が人間として生きようと

する要求の現れである。

ここに技術学習において,生産実践をより能率的効

果的にする生産技術について学習する必要と,人間教

育とての技術科教育の重要性が存在すると考える。」

とのべ, このような教科観に立って,技術科の教科内

容を,「生産の対象となる自然 (エ ネルギーを含めた

材料)」 と,それを人間生活に役だつようにするための

労働手段が考えられる。つまりΠl)材料と力,総 )器

具・機械・装置」の二つが内容の柱をなすと考える。

この二つの柱を中心として考え,そ こから三つの分

野をみちびきだしている。「(1)カロエを主とした分野,

(2)エ ネルギ_変換を主とした分野,(3)合成を主とし

た分野」がそれである。そして,(1)の分野は「技術学

習における加工学習の分野」,(2)の 分野は「機械器具

と電気装置 (電気回路)」 の2つに,そ して(3)は,「化

学的なものと生物的なもの」に分かれるとしている。

(福 岡県)

技術教育の本質と教科内容の研究

技術教育の本質 を どのようなものとしてとらえる

か。教科の内容は,教科の本質をしっか りふまえ,そ

れとの関連のもとで,はじめて考えられる。したがっ

て,こ の問題は教科教育の研究・ 実践において,たえ

ず基本的な問題である。

そこで,今次教研レポートから, この問題を論じて

いるものをひとつここに紹介しておこう。

生産技術教育のめざすものとして,

「資本主義が著しく発達した階級社会において表面的

な技術革命はますます進み,…… (中略)人間が本来

持っている実践的性格や倉1造的態度は徐徐に失れてい

っているのである。 (中略)

われわれは,われわれ人間の幸福のために,何をな

さなくてはならないのか。われわれ人間の作り出した

ものが,本当に人間のために使われているかという判

断力 (批判力)と 人間のための実践力を身につけさせ

なければならない。……。
(略 )

技術教育を行なうに当っては技術的側面を通してか

かる技術的な判断力や批半」力と人類のための生産の実

義

一
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戦後家庭科教育の実践を回顧する (2)

一一昭和26年から昭和29年 ころまでの実践一―

□ 大富村栄養実態調査

(1)場所静岡県,志太郡大富村(29年 2月焼津市に合併)

(2)時期 昭和29年 11月 17日 018日 の2日 間

(3)対象 中学校 3年女子生徒家庭

農業  23世帯 (全農家の 3パ ーセント)

兼農業 9世帯 (全兼農家の 7パ ーセント)

非農業 6世帯 (全非農家の 3パ ーセント)

合計38世帯 (全村 1,040の 3パ ーセント)

(4)調査の目的

農村家庭の食生活を中′いとして,特にこの地方の特徴

や各栄養素の摂取状況を明かにし, 2か年継続の栄養

調査の結果とを比較検討して,その改善に充てること

はもちろん,さ らに進んで食生活改善のための中学校

食物教育のあり方に及ぶ。

(5)栄養実態調査の対象について

家庭科の教科過程で,食物に関し農村の食生活やわが

家の日常食改善の必要を理解させる単元がある。各学年

に応じて食物についての調査方法はその程度が異るが,

3年では,各 自家庭食事献立内容と分量を記録し,それ

を栄養分折表によつて栄養素別に類別集計し,個 々の家

庭の栄養摂取の実態を明かにしたのである。

(3年女子在席全78名 中の38名 で,記録の正確なもの
,

その家庭事情に職業,人 員や所右田畑が村の平均を代

表とするに適する者を抽出した)。

(6)調査の時期について

村には,春秋 2期の労働の波がある。農村の栄養は,

特にこの季節に考慮を必要とするのであるが,一般にこ

の季節には逆に,労働力を必要とするため,食事の準備

をする時間さえ惜しまれて,栄養の不足する粗食になり

がちである。そこでこの季節を選んで調査をした。農休

みを生徒は家庭で過すため,三度の食事の正しい記録に

も便利である。 3日 間を計画したが,雨天のため休みが

変更され, 2日 間の記録に止まつた。

(7)食物調査記録の方法・栄養価計算について

① 3日 間の献立は用いたすべての食品の目安量を記録

しておき,食品類別に集計して,それをグラムに換

算する。

②食品栄養成分分折表によつて,栄養素別に集計する

(明解栄養便覧―食品・料理食品目安栄養価表・第:

一出版社刊 森川規矩著)

(改訂, 日本食品標準成分表・総理府資源調査会食:

糧部会)

(食べものの選び方と食品成分計算表・小田静技)

等参照による。

③各家庭の2日 間の労働実態による,家族の栄養所要

量を, 日本人労作別栄養所要量により算出する。そ

れを, 日本人平均成人栄養所要量で割 り,平均家族

人数を算出する。

④ 2日 間の全家族の摂取した栄養量をそれぞれ種類別

に,比率 (平均)人数で割 り,一人当りの摂取量を

算出する。

⑤日本人の望ましい食糧構成や栄養摂取量と比較検討

する (以上個人生徒)    (必
要)

⑥対象調査表の集計,グループに別れて,職業種類別

に平均量を算出して比較する(グル_プ代表が集計)

⑦前年度統計表との比較検討 (教師)

日 食生活実態 2か年の比較

11)昭和28年 6月 の統計からみられるもの (第 1表参照)

①穀類 必要量より79グ ラム多く摂取している。その

内容は,米麦混食で,粉食としての小麦粉使用率は

8パ ーセントにしか過ぎず,それはうどん・そうめ

んとして食べている。パンの主食としての利用は全

くない。
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第 1表 (A) 大 富 村 食 生 活 の 実 態 電藉::年長月弱宮
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②いも類 じやがいもの季節で相当食べられているの

で標準量より5グ ラム多い。

③野菜類 全量において17グ ラム多く摂つているが,

その内容において1ま,緑黄野菜の使用がわずか30グ

ラムで必要量より少い。漬物の量が野菜の四分の一

を占めている。

④豆類はみそ汁として朝夕みそを使用する他,金山寺

(な つとう)と して,又煮豆として用いて必要量よ

り上廻つているので,蛋白摂取量の三割 (2.6%)

をしめるものである。

⑤動物性蛋白質としての魚肉類使用がわずかで,必要

量の三分の一である。この調査の時季は6月 で,さ

ばやかつおの安価な,農繁期で,ふだんより多く食

べたとみられるが,なお所要量の三害1に 至らない。

⑥肉類は半分量となつているが,こ れも限られた家が

摂取しているのみであつた。

⑦乳は病人と乳幼児のある家庭の使用がその内容であ

る。

③卵は, 自家生産の蛋白源の唯一ともみられるのに,

その使用量は六害l程度である。

⑨油の使用はその量と回数において特に少い。五分の

一程度である。
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(228年 9月 に,百世帯 3日 間の食品頻度数を調査したも

のより,みられるもの,

在校生徒の家庭百世帯 3日 間の食生活実態を,その

献立に用いた全食品使用頻度数より,四色成分別に

みた結果も,やはり,米食偏重・野菜の種類の偏 り

・ ビタミン源の不足,油類使用の少いこと,魚肉類

の使用は9月 の魚の少い時期でもあり,農閑期であ

るため特に少かった。牛乳,卵 も殆んど使用されて

いない。

(3)栄養上の問題′点を改善するための目標

A主食の改善

①節米と栄養の偏 りをふせぐため, 米麦混用, 混 ぜ

飯,炊き込飯,変 り飯のいろいろの調理法の工夫,

適当量の指導

②粉食利用

うどん,そ うめんを栄養的に食べるための調理上の

注意と調理法

③パンを手軽く作ることの指導,パ ン食にもおかずを

そえること,その調理法

B副食のぎん味,量 と質の向上

①良質の蛋白質,動物性蛋白質源を使用するため,季

節に出盛るものは安価で栄養価も多い。経済的な蛋
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⑤主食を少くし,副食を多くとる習慣をつけるための  ◎昭和29年 11月統計について (第 2表参照)

白質源の地域として適当な食品の利用法 (いわし,

さば,卵,するめ,かつお,いか等)

② 。ビタミンA源 として経済的な食品の使用法 (大根

葉,ねぎ,に んじん,ほ うれん草,ふだん草,かば

ちや,マ ーガリン,みかん等)

。ビタミンBl源 (豆類 そら豆,大豆,いんげん,き

な粉,あづき,グ リンピース,卵黄)

。ビタミンB2(大根葉, かぶ葉, ほうれん草, みつ

ば,なつとう,牛ジし,卵, しいたけ等)

。ビタミンC(大根,みかん)

③カルシウム源 (煮千,ご ま,あらめ,ひ じき,めざ

し,さ くらえび,丸千いわし,こ ぶ)の使用法,上

手な用い方。

④:旨肪をもつと多く活用する調理法

努力

ё計画的生産栽培により緑黄野菜や豆類,い も類を常

に畑から絶やさぬようにする。

D家畜を飼育して,肉や卵や乳を家庭でも使用するこ

と。

E栄養の基礎知識を身につけ,調理の上で実際上に生

かすこと。調理技術を身につけ,調理上栄養の損失

をなくする。

その他,食生活改善に切りはなして考えることのでき

ない食事のとり方,台所の使用法,便利な用具,食器

の利用について等々生徒の食物教科学習上の目標は,

カリキユラムの中に特に予定し計画して指導の骨子と

する他,地域各組織への指導講習の目標も右の各項目

を重要視して,強 く推し進めるための努力をした。そ

れと,併行して,28年 9月 の十三号台風の被害が当地

方も相当じん大であつたため,静岡県の施策と相まつ

て,村の被害対策も,食生活改善を中,いに,農作物栽

培の上にも,節米,粉食利用,栄養上の留意等について

の運動が,村役場,公民館,農業委員等によつて進め

られ,中学校家庭科がその推進機関となり,青年団,

婦人会等も,進んで,こ の食生活改善への道 を求 め

て,前記のような講習会となつて実施され た の で あ

る。講習会対象の人は,同じ人が大体 2回は受けてい

て, 2年の間に会員が変わるので,延べ人 数 にす る

と,約 600人になる。 600世帯の人が何らかの栄養上

の問題を,考え,その実行について努力をはらつてく

れれば,又 日ごろの生徒への指導が,その家庭へ反映

して, 2年間の生徒 (女子 400余)の家庭の食生活上

に栄養が幾らかでも生かされたなら,その結果は,食

物調査統計の上にどのように現われるもの で あ ろ う

か。もちろん,以上の原因だけではない。経済的の原

因や食糧上の,又需給の原因にもよるが,28年度調査

の結果と29年 11月 の調査の結果との比較には,期待と

希望を寄せるのであった。

(4昭和29年度調査について

o29年 6月 ,農繁期に,例年のように, 3日 間, 3年

生女子に対して,食物調査の方法を指導して記録させ

た。その統計については,指導の不充分さと不徹底の

ため (綿密な周到な,事前指導が必要である。方法に

ついては後で記す)それと私自身,他の仕事遂行のた

め,生徒に,記録を,栄養別に集計させるまでに指導

できなかった。そこで,予備調査・練習として,その

資料は参考とした。

調査の時期, と対象については先に書いた通 りである

が,大富村の平均摂取量として上げられた食品類別摂

取量を考察してみると次のことがいえる。

(1)殻類使用量より36グ ラム上廻つているが 28年度に

比べて48グ ラム減少している,そ してその食品内容

は, うどん類の他にバンも,おやつとして食べられ

ている。使用回数も前年度より多い。

(2)い も類については,さつまいもの時期であるが,予

想より少い。2日 間に偶然,さつまいもを用いるこ

とがなかつた家もあろうが,実際は11月 より12月 は,

連日,農家ではさつまいもは食べられるし,里いも

使用量も相当である。兼業農家・非農家を含めての

平均であるから,農家だけの平均とした場合はもつ

と多くなると̀
思
える。

(3)野菜類は上廻っている,緑黄野菜源として,ねぎ,

ふだん草,に んじんがみられる。

(4果実の多くを示すものはみかんで,豊作で安価の今

年はビタミンC源の王様である。

(5)海草も前年度にくらべて多くとつている。こんぶ,

煮千の利用がみられる (婦人会で共同購入をする)

{6)豆類は28年度より68グ ラム多くとつている,みその

他豆肉・油あげ・煮豆等の利用がみられる。

(7)特に目立つのは魚類の使用である。さんま,さばの

安価な季節である他,農繁期で, よく利 用 して )ヽ

る,はんぺん,さつま揚げの利用も多い。

(8リロ類の使用が増したのは,養鶏奨励で,(各戸50羽

を増す運動)自家生産の卵を自家使用に廻すことが

実行されてきているとみてよい。

(9)砂糖の使用量の増したのも,食生活の豊かに,ゆ と
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第 2表 (A) 大 富 村 食 物 摂 取 状 況

時期 昭和29年 11月 17日 よ り2日 間
調査対象 38世帯  (全 1040世帯の3.7%)
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栄養素別

日本人 1日 1人 に望ま
しい必要栄養価基準

大富村平均摂 取量

必要標準価との比較
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兼 農 家 の 摂 取 量

標 準 価 と の 比 較

商業 家庭 の摂取量

りのできてきたもの,甘味料,菓子類の豊富になっ

たことを物語る。

任0食用油は必要量に近く用いてきている。献立内容に

より,油炒めに使用されているのは28年度と比べて

喜ばしい点である。
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大 富 村 栄 養 摂 取 状 況   時期 昭和29年 11月 27日 より2日 間

調査対象 (第 2表 と同じ)
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。栄養素別の摂取状態を考慮して (第 1表―B参照)

28年度と比較して, ビタミンB2を除いてすべて増加

している。特に目立つているのは蛋白質が必要量より

24グ ラム多いことと,脂肪が前年度より6グ ラム余り

多くとられていて必要量に近づいていることである。
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又カルシウムも倍量近く増しているが,ま だ必要量に   る。

は半ば不足である。                 に)海草は,農家のみ充分摂つているのに対して非農家は

ビタミン源は何れも増加しているが,必要量には不足   ほとんど食べていない。

である。ビタミンCは充分である。          (5)魚 介類,何れも充分摂つているが,やはり農家の消費

全体に栄養摂取状況は好ましい進歩をみせている。も   量が最も少い。現金で買うものの使用量は,農家が少

う一息の,注意で望ましい食糧構成となる。       くなっているのである。

◎昭和29年度調査の職業別統計表より,みられるもの   (6)肉 類は,農家で鶏肉を自家飼育の廃鶏を使用したもの

(第 2表参照)                    が統計の中に現われたのであって,非農家でも,農村

大富村の職業別は全村1040世帯の内訳が農家72パ _セ   ではほとんど用いられない。特に魚類の安価な季節で

ント,兼業農家12パ _セ ント,非農業が16パ ーセント   あるから高価な肉は用いないのである。

を占めているので,業態別栄養状況はどうであるか,  (7)牛乳は何れも,病人,子供以外には用いられていない

調べることにした。農家を割合に従い多く調査の対象   ので,統計に示された数字は, 1人当りとするに不適

にしたかったが,生徒の家庭事情 (後にのべる)その   当とも考えられる。

他の原因で,その 3パ ーセントを,つ まり兼農業 7パ  (8リロの使用は何れも上廻って,農家,非農家共に 1人 4

-セ ント,非農業を 3パ ーセントについて統計をとる   分の 1個当り食べている。

ことになつた。                   (9)食 用油は,ま だ農家:兼業農家共に必要量に不足して

(1)穀類 穀類の使用量が,今まで考えられていたものと   いる。非農業のみ充分用いている。

逆な結果となって示めされているのはおもしろい。つ  。栄養素別に業態別の摂取状況を比較てみると,食品類

まり,7F―農業家庭における使用量が最も多く必要量よ   別の相異からくる結果,次のようになっている。 (2

り103グ ラムも上廻つており,兼農業がそれにつぎ,44   表(B)参照)

グラム多く,農家はわずかに13グ ラムを多く摂つてい  (1)熱量は非農家のみ必要カロリーより少い。

る。その数量は, 1人 1日 当りの目安量にして三合二  (2)蛋 白質は何れも充分とっている。

勺弱である。非農家の三合八勺にくらべて六勺少い。  (3用旨肪については,農,兼農共に不足するが,特に農家

28年度調査の時は,三合七勺余であった。        では, 3分の 1程必要量より少い。

(2)い も類は必要量に対して何れも少く, これは,農家の  {4)カ ルシウムは,農家を除いて,何れも3分の 1の摂取

摂取量が多く,殻類と反対である。29年度の秋は,米   量となっている。

価が最も低く,収穫を直前にして,米のヤミ買入れは, (5)ビ タミンについては,A,Bl,B2と も,農家のB2の

公定価格を割る程度で盛んに取引されていた。こうし   摂取を除いて,何れも不足し, Cは十分とっている。

ψ      た影響が,農村に住む非農家の,台所に,米の消費量   以上をまとめて考察すると,

の増加となって現われたともみられる。その献立内容   農家に必要なものは,脂肪とビタミン A, Blで,兼

をみるに,代用食としての粉食利用はされていないの  業農家には,以上の他に,さ らにカルシウムとB2が ,非

=｀
´    でもうかがえる。したがっていも類の使用は少い。米  農家では,カ ルシウムと, ビタミン A,Bl,B2,それ

の安い時に,い もを買わないのである。        にあとわずかではあるが熱量を必要とする。

(3)野菜の使用 これはやはり農家の使用量が最も多く,    したがって,それらの栄養素を含む食品としては,ど

兼農業が次いで多く何れも,必要量より相当上廻って  んなものが適当であるか,ま た,それらの食品をどのよ

いるのに比べて,非農家のみ, ごくわずか多いのであ  うに利用するかの指導が求められる。  一つづく一
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技  術  教  育    3月 号 予 告 <2月 20日 発売>
特集 :施設 0設備をめぐる諸問題

技術科教育と施設・設備 …………………佐藤禎一  製図学習 (女子向き)の問題点と

施設・設備の経過と今後の問題 …………山 田 宏      改めたいこと …………………植村千枝

本校技術科の施設 0設備 と

学習の実際 ………………… …西 山洋一

技術科の施設・設備について ……………赤 池 功

<実践的研究>

,国 目 EI目
◇おそらく,真貪1に子どもたちの将来のことを考え, こ

れからの社会にあって,子 どもたちが幸福な生活を営め

るような力を,学校教育の中で身につけさせようと願っ

ている教師で,去年よりことし,こ としよりは来年と,

その実践をよりよいものにしていこうと努めないものは

いないでしよう。そのためには, これまでやってきた実

践を反省してみることが, どうしても必要です。

この欄でも,何度かのべたことですが,実践というも

のは,具体的な環境条件のなかにおいて,それとの密接

な相互関連のもとに,はじめて存立しうるものですから,

必然的にそれは多様な様相を呈するものだといえましよ

う。また同じ学校でも,実践のための諸条件は年ねんか

わっているはずです。そうだとすれば,その実践の結果

は,絶えず反省され,正しく評価されなければならない

でしよう。さらに正しい評価にもとづいて,新たな実践

が計画され,実施されることが,現場実践の質的向上に

とって,したがって,子どもの幸福のための必須条件で

あると申せましよう。このような観点から,本号の特集

電動機指導の反省にもとづいた

実践計画 と構想 …… ………加藤 友一

<海外資料>
ソビエ トにおけるプログラム学習………r//森  勉

１́
１
１
１
劇
・
１
　
，４

技術科教師に必要な基礎学力 ……………佐藤裕 二  戦後家庭科教育の実践を

一一螢光燈学習を通じて一一                 回顧する(3)……………・……村野 け い

試作試験機による硬さ沢1定 …… ………村上真澄

を試みたわけですが,編集を終えたいま,はたして, こ

の意図を達しえているかどうかはなはだ心もとないしだ

いです。みなさまの御批判・御意見を期待します。

◇実践的研究としては,理科との関連において,ま た目

にみえないだけに,それを理解させるのに,も っとも困

難をかんじている電気分野の学習の実践として小沢信雄

氏の「技術科におけ電波の指導」, 木工分野での主要な

学習目標である「荷重と構造」の指導について茂内晴直

氏に,加藤慶一郎氏には実践的立場から技術・家庭科の

性格を追求されたもの,太田守氏の「機械材料の指導」

などそれぞれ原稿をお寄せいただきました。参考になれ

ば幸甚に思います。

◇その他, 4回にわたって紹介してまいりました「 ソ連

邦の後期中等教育における職業 0技術教育」は,本号で

いちおう終 り,来月号からはソビエトのプログラム学習

を紹介していく予定です。

◇本学年度もあと2月 余りで終 ります。今年度の実践の

成果を来年度へ生かすためにもこのへんで, 1度 ,いま

までの実践をまとめてみてくださいoそ して,ぜひ本誌あ

て「実践的研究」原稿としてお寄せください。お願いい

たしますc
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内山興正著
B5判豪華本

定価各500円 〒100

全ページ多色刷の詩1青豊かなデラックス絵本 !

一枚の四角い紙からさまざまな形が生れ出る魔法の本。子どもの夢と

創造力を満たすさし絵入りの豪華な内容 !

子 どものためのや さしい折 り紙 163点 !

古くから伝わる代表的作品は勿論,著者創案の傑作を多数紹介し,だ

れでも折れるように一工程一図で解説 !

折 り方の基本を系統化 した世界に誇 る内山式折 り紙技術 !

あらゆる折り方を系統的に分類した画期的方法 !
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